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会 議 録 

会議の名称 第１回つくば市社会教育委員会議 

開催日時 平成 30 年８月 28 日（金） 開会 13：30  閉会 16：20 

開催場所 つくば市役所２階 会議室 202 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

 

出 

席 

者 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

飯田 浩之、大髙 勝弘、圷 文雄、伊藤 達也、 

石黒 澄子、髙田 正澄、布浦 真代、本川 軍治、 

飯岡 宏之、髙野 佳明、稲葉 房子、鈴木もえみ、 

山中 真弓、谷村 安子 

事務局 

 

 

 

 

 

教育局 

門脇教育長 中山教育局次長 伊藤生涯学習推進課長 

塚田参事（主任社会教育主事） 美野本課長補佐兼係長 

佐藤係長 色川係長 尾野主事 岩村社会教育指導員 

椙山中央図書館長 

市民部 矢口文化芸術課長補佐   苅谷係長 

    酒井スポーツ振興課長補佐 稲葉係長 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数    ４人 

非公開の場合は 

その理由 

 

 

議題 

 

（１）平成 30 年度 社会教育事業の概要について 

（２）その他 

会議録署名人  確定年月日 平成  年  月  日 

会
議
次
第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 委嘱状交付式 

４ 自己紹介 

５ 議事 

６ 閉会 
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１ 開会 

２ あいさつ 

３ 委嘱状交付式 

４ 自己紹介 

５ 議事 

〈議長・副議長の選出〉 

［司会（事務局）］ 

当会議の議長及び副議長を選出したいと考えております。 

選出につきまして、つくば市社会教育委員会議運営規則第２条によりまし

て「委員の会議は委員の互選によって議長及び副議長を選出する」となって

おりますので、皆様から選出したいと考えております。 

本来であれば、仮の議長を選出させていただきまして、進行を行うのが道

筋ですけれども、お時間の関係上、事務局の方で進行を続けさせていただき

たいと思います。 

それでは、議長及び副議長の選出等につきまして、皆様にお諮りしたいと

思います。いかがいたしましょうか。 

（委員から「事務局一任」の声） 

［司会］ それでは「事務局一任」との声をいただきましたので、事務局でさせ

ていただきたいと思いますがよろしいでしょうか。拍手で御承認いただきま

すようお願いします。 

（委員全員が拍手をする） 

［司会］ 事務局の案としまして、前任期、議長を引き受けていただきました

伊藤達也委員に議長を、副議長に鈴木もえみ委員にお願いしたいと考えてお

りますが、いかがでしょうか。 

（委員全員が拍手をする） 
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［司会］ただいま、議長に伊藤達也委員、副議長に鈴木もえみ委員が選出され

ました。移動をお願いします。 

（両委員が議長席・副議長席にそれぞれ移動する。） 

［司会］それでは早速ですが、議長になられました伊藤委員、御挨拶をお願い

いたします。 

（伊藤議長・挨拶） 

［司会］ありがとうございます。続きまして、鈴木副議長、御挨拶をお願いしま

す。 

（鈴木副議長・挨拶） 

［司会］ それでは、議事に入る前に社会教育委員会議の運営規則第７条に「会

議は、在籍委員の過半数が出席しなければこれを開くことができない」と定

められておりますので、委員の出席状況の確認をします。 

［事務局］ 本日の会議には 14 名の委員からの出席をいただいております。全

委員数は 16 名でございますので、委員の過半数が出席しておりますことを

御報告いたします。 

［司会］ 過半数の出席とのことですので、会議の成立を宣言させていただき

ます。それでは、社会教育委員会議では議事進行は議長が主宰することにな

っておりますので、議長に議事の進行をお願いしたいと思います。 
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〈（１）平成 29 年度 社会教育事業の概要について〉 

［議長］ 

それでは、進行したいと思います。貴重な御意見を拝聴したいと思います。 

まずは平成 30 年度の主要事業の概要についてでございます。いつもと違い

まして、各課から説明をいただいた上で、課ごとに質疑応答とさせていただ

きたいと思います。それでは、生涯学習推進課から説明をお願いします。 

［生涯学習推進課・社会教育係］ 

それでは、生涯学習推進課 社会教育係から説明させていただきます。 

家庭教育支援事業です。予算につきましては、2,701 万 7,000 円となってお

ります。目的と概要ですが、家庭教育の推進のために社会教育指導員を 16 名

配置し、幼稚園や小中学校での家庭教育学級において、親御さんの資質の向

上を図るために事業を推進しています。また、乳幼児期の家庭教育の充実を

図るために、乳幼児家庭教育学級を市内 10 か所に配置して運営をしておりま

す。また、家庭教育講演会を年に３回実施し、学級の枠を超えた学習機会を

設けております。小中学校の就学前健診や入学説明会において、家庭教育セ

ミナーを、家庭教育に関する学習機会の充実のために開催しております。本

年度につきましては、早寝早起き朝ご飯推進校事業を豊里中学校が（青少年

教育振興機構から）受託し、基本的生活習慣の定着をはかることを目的とし

て保護者や生徒対象の講演会の開催をしております。今年度の目標は、家庭

教育学級の参加者を 20,500 人としております。ちなみに昨年度（の実績）は

20,243 人で目標値は 20,500 人でした。事業課題としましては、家庭教育学級

の運営に際して、指導員が助言指導等を行っておりますが、講座の内容が趣

味・交流に偏りがちな傾向が見られるということが課題になっております。

学びを中心とした、家庭教育学級の充実を図って参りたいと考えております。 

続きまして「花と緑の環境美化コンクール」、予算 28 万 6,000 円です。こ

ちらは、市民の環境に対する意識を高めるために、チャレンジいばらき県民
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運動、昨年度までは大好きいばらき県民会議といわれていたものですが、そ

ちらが主催する花と緑の環境美化コンクールに参加するということです。市

内の学校・地域・職場でやっている花壇などから参加者を募集しまして、市

から県民運動に団体を推薦しております。募集期間は、６月上旬から７月２

日で、既に推薦もしております。今年度の応募総数は 24 団体ございました。

うちフラワーロードの部１団体、団体の部２団体、学校の部３団体、計６団

体を県民運動の中央審査に推薦しております。なお、既にその推薦の中から

現地審査ということで、中央審査の二次審査で学校の部の１団体が対象とな

って実施されております。今年度の目標につきましては、応募者数の設定が

12 団体ということになっておりますが、今年度は既に 24 団体の応募があり

ましたので、大きく上回っております。事業の課題につきましては、目標を

上回る応募がございましたが、それに見合った審査体制が整っていないとい

うことで、そのため応募数の多い市町村の事例を参考にしながら、今後新た

な審査体制を構築する必要があると考えております。現場の審査にまわる数

が多くなりますと、審査体制を整えていく必要があると考えております。ま

た、他部署で実施しております事業との連携及び効率的な周知方法について

検討する必要があると考えております。 

続きまして、事業名「生涯学習施設管理等」です。2,795 万 9,000 円の予算

額となっております。こちらは、生涯学習社会の実現ということで、市民研

修センターという施設が北条にございますが、こちらの指定管理、またさく

ら民家園という古民家施設が中央公園にございますが、そちらは郷土の伝統

文化の継承等を目的として維持管理をしております。市民研修センターでは、

春の利用団体の合同発表会であるとか、夏休みの子どもイベントなど多種多

様なイベントを実施しております。また、講座も指定講座という形で自主企

画で実施しております。さくら民家園では季節行事として、２月・３月にか

けて雛飾りを展示しております。それ以外では、さくら民家園を利用される
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方や、見学する方たちに御利用いただいております。今年度の目標としまし

ては、市民研修センターの利用者数を 3 万 5,000 人と設定しております。昨

年度は 3 万 6,662 人ということで、目標値を達成しております。さくら民家

園の利用者数については目標を 7,000 人としております。なお、昨年度につ

きましては 6,522 人（が実績）で、7,000 人の目標を達成しておりません。指

定管理施設では、社会教育の推進のために各種講座・イベント等を実施する

ことを目標としており、より充実させていただきたいと考えております。事

業の課題ですが、施設の老朽化による修繕箇所が増えております。また、指

定管理施設につきましては、利用料の免除利用者が増えているため施設の収

入に結びついていない、収支のバランスがとれていない状況にあります。さ

くら民家園は定期的なメンテナンスが必要となります。特に、茅葺き屋根の

消耗が進んでおりまして全面的な吹き替えをしたいところではありますが、

建築基準法等の規制がございまして、現状では実施できない状況です。ただ

し、差し茅という、部分的に茅を差し込んでいくような修繕の対応をしつつ、

今後の維持についての検討を図る必要があると考えております。 

 社会教育係の概要説明を終わらせていただきます。 

［議長］ ありがとうございました。引き続き、生涯学習推進課（青少年教育

係）お願いします。 

［生涯学習推進課・青少年教育係］ 

 青少年教育係は、資料４ページから６ページまでの事業概要について説明

いたします。 

 まず、４ページの事業名「青少年育成事業」でございます。予算額は 812 万

2,000 円、目的・概要については、青少年の保護・育成活動を活発に推し進め

るために、非常勤職員として青少年相談員 74 人を教育委員会が任命してお

り、任期は２年で、現在、大穂・桜・谷田部・豊里・筑波・茎崎の６支部で地

域に根ざした活動をしております。活動内容は、青少年の健全育成に協力す
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る店登録活動、学校訪問、あいさつ声かけ運動、青少年健全育成の啓発活動

等です。また、青少年を中心としました、青少年の居場所事業もございまし

て、そちらは青少年の自主的な活動を支援・促進し、青少年健全育成に関す

る円滑な事業展開を図るため、青少年の明るい未来を切り拓く一役を担うこ

とを目的として取り組んでおります。青少年の居場所事業の主な取組内容と

しましては、青少年の学習やイベントに関する活動場所の提供として、活動

拠点を地域交流センター７箇所に設置し運営をしております。また、こちら

の青少年の居場所開設の下部に記載されております、「この指とーまれ！」

は、今年度、新企画としてスタートしております。内容は、今年度の目標に掲

げております、中高生自身のやりたいこと、興味があること、実現したいこ

との企画・募集です。各企画会議の場所に集合し、企画実現に向けての会議

を、社会教育指導員がサポートしつつ、中高生の参加者が中心となり目標に

向けて進行しているところです。中高生の交流とつながり、ボランティアと

して、筑波大学生が参加する予定となっております。そうした、他世代交流

のつながりとして活動の場が拡充できると思います。事業の課題としまして

は、青少年への声かけや、社会環境浄化活動などをはじめとする諸活動を更

に効果的に行うため研修を実施することをあげさせていただきました。 

 続いて５ページを御覧ください。サイエンスラボ事業でございます。予算

額が 110 万 3,000 円となります。つくば市の地域の特性であります、科学と

自然を活かした体験活動を通じて、子どもたちに自然と科学に親しんでもら

うことを目的として開催しております。今回は３コース企画し、７月 31 日、

８月４日は実施できましたが、８月９日に予定していましたコースについて

は、大型の台風 13 号が接近の予測がされておりましたので、子どもたちの安

全面や、野菜の収穫体験の予定でしたが自然体験も難しいということから、

中止とさせていただき、残念ながら実施ができませんでした。今回、対象者

がつくば市の小中学生、４年生から９年生とありますのは、今までは TX 沿線
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の荒川区・足立区・千代田区の小学生も対象でした。昨年度で東京事務所を

閉鎖したことと、市内の子どもたちにより多く参加してもらえるようにとい

うことを考慮し、つくば市を対象として、市内の４年生から９年生までに枠

を拡大させていただきました。結果、市内の中学生まで多くの参加をいただ

くことができました。また、今年度の目標にも掲げております、ボランティ

アとして活用し、市民協働による生涯学習の推進を図るとありますが、今回

はそのサイエンスラボで、青少年を育てるつくば市民の会の団体、青少年相

談員に、ボランティアとしてつくばサイエンスラボに参加していただき協力

を得ました。事業の課題としましては、夏休み期間を利用して実施するため、

熱中症対策や雨天時等の対策が必要であると考えております。また、３コー

スの申込数はどのコースも多く、抽選となってしまいましたので、参加日の

枠を午前・午後に広げるなど調整をしていこうと考えております。 

 続きまして６ページのつくば市の成人の集い事業でございます。予算額は、

433 万 8,000 円でございます。目的・概要ですが、次世代のつくば市を担う新

成人の門出を祝う、成人の集いを実施しております。市内の各中学校等から

の推薦による 52 名の実行委員会を立ち上げています。実行委員会の会議は、

企画・運営などを主体的に取り組めるよう実施しております。今年度は第１

回を７月 10 日に行いました。成人の集いは、平成 31 年１月 13 日、日曜日、

会場は、昨年同様つくばカピオで行う予定でございます。20 歳を迎える平成

10 年４月２日生まれから平成 11 年４月１日生まれの方を対象としておりま

す。今年度の目標は、昨年同様、参加者数を約 1,700 人見込んでおります。

また、事業の課題ですが、昨年度から式典内容を大幅に変更して簡略化しま

して、新成人を中心とした短時間の内容での開催をするために、国会議員や

県議会議員、市議会議員等の来賓挨拶を省略しまして、市長のみの挨拶にし

ました。また、開始時間を午前 11 時からとし、式典の時間は約 40 分に短縮

しました。また、実施・運営体制の強化としましては、入場券を事前に交付し
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て受付で確認し、入場券がない方には身分証明書によって確認し受付をした

ほか、学校別に受付をして、学校別の参加者席に案内、手荷物検査などを行

っております。そうした点から、事業の課題としましても、今年度も式典を

円滑に進行すること、昨年度、県内最多の成人者数となりましたことで、今

後、開催場所の検討が必要となってくるかと考えております。また、もう一

点、成人年齢の引下げ等を見据えまして、必要な情報を収集し、開催につい

て検討する必要があると考えております。以上でございます。 

［議長］ ありがとうございました。引き続き、中央図書館、よろしくお願いし

ます。 

［中央図書館長］ 

中央図書館館長の椙山と申します。よろしくお願いします。中央図書館で

は、２つの事業を挙げております。 

はじめに、図書館運営に要する事業ですが、予算については 6,307 万 2,000

円、昨年度と比較しますと、少し減っておりますが、賃金について、生涯学習

とか社会教育関係のところが一緒の予算編成となっておりますので、その分

が減っているということで、事業の方で減ったものではございません。続い

て、事業の概要ですが、まず、職場体験。これは、中学校２年生、８年生を対

象とした事業となります。ジュニア図書館員は、４・５・６年生を対象とした

事業で、今年度の特徴としましては男子児童・生徒が多く活動されたことが

特徴となっております。それから、学校訪問・ブックトーク。これについては

10 月から実施する予定です。インターンシップの受入れは、８月 29 日から９

月 12 日に２名受け入れる予定となっております。それからファーストブック

講座、これは３月に実施しておりまして、赤ちゃんをお持ちのお父様・お母

様が参加されて、好評を得ております。それから、図書のリサイクルを２月

に実施する予定です。広報活動としまして『公園通りの図書館通信「ヨモッ

カ」』、こちらを年２回、『こども「ヨモッカ」』を年２回発行する予定でお
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ります。 

それから、新規事業になりますが、「図書館マスターになろう」というワー

クショップ、これは、７月 27 日・28 日に実施して、参加していただいたみな

さんから、ためになって良かったと好評を得ております。大人向けには、18

歳以上を対象に、11 月に実施する予定でおります。広報つくばにも掲載する

予定でおりますので、みなさんに来ていただきたいと思っております。それ

から、図書館ボランティアですが、９団体あり、ボランティアの登録者数は

かなり多いのですが、皆さんに参加していただくには場所がありませんので、

なかなか自由に活動ができませんので、少しずつ工夫をしていきたいと思っ

ております。 

また、今年度７つの目標を挙げておりますが、特に図書館事業の積極的な

PR を行っていくこと、図書の返却事業の充実を図ること、ブックポストを利

用しての返却は多くなりましたが、速やかに返却してもらえるよう少しずつ

努力していきたいと思います。返却作業については、今年から HAL という腰

痛予防のロボットを採用しておりまして、職員のケガの予防にも努めており

ます。 

事業の課題ですが、市長の公約にもあります「市民に愛される図書館」を

作るために、多世代・他分野の代表からなるプロジェクトを開始するという

ことで、今年第１回の図書館懇話会を開催しております。先ほど、委員から

もお話しいただきましたが、懇話会を開催して、新しい図書館を作るという

わけではないですが、つくば市の図書館を利用しやすく、たくさんの方に利

用していただくためにいろいろ検討を進めております。 

 続いて、８ページになりますオンライン地域交流センター図書室運営に要

する経費です。こちらについては、予算額が 3,443 万円、予算額については

図書備品を今までは１交流センター100 万円でしたが、50 万円ずつ増額しま

して４交流センターで 200 万円の増額となっております。図書館にもいろい
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ろな意見が来るのですが、蔵書数についてもう少し増やしてほしいという意

見もありますが、現在の中央図書館では、書架の方にも限りがありますので、

毎週司書の方が選書委員会を開き、皆さんに利用しやすい資料を選んで購入

しております。中央図書館に来館することが難しい地域の皆様に利用してい

ただくために、オンラインで結ぶ４つの交流センターの方をもう少し活発に

して、筑波（地区）とか、茎崎（地区）とかの皆様にも図書館の本を利用して

いただけるように努力して参りたいと思います。 

事業については以上ですが、本年度から新しいサービスということで、図

書館の開館時間を、土曜日・日曜日も平日と同じく午後７時まで延長し開館

しております。それに伴って、駐車場の方も今まで１時間であった無料化を

２時間にしました。また、ウェブサービスの拡充ということで、先ほど申し

ましたように４つの交流センターからも中央図書館の本を利用していただく

ということで、４つの交流センターの受取に限って、中央図書館の在架本に

予約をかけられるようになりました。それから、マイ本棚とか、本ナビキッ

ズといった、ウェブ上で自分の本棚を作成して、自分の読書記録や興味の本

を整理できるサイトを開始しましたので、広報していきたいと思います。ま

た、国立国会図書館のデジタル配信サービス（国立国会図書館のデジタル資

料）についても、つくばの図書館でも見られるように準備を進めております

ので、なるべく早いうちにこちらの方も開始したいと思っております。以上

になります。 

［議長］ ありがとうございます。続いて文化芸術課よろしくお願いします。 

［文化芸術課長補佐］ 

文化芸術課です。よろしくお願いします。 

 文化芸術課では、９ページから 11 ページまで、３つの事業を御説明させて

いただきます。 

 ９ページ、つくば市民文化祭でございます。予算額については 1,112 万
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9,000 円です。目的・概要ですが、文化芸術活動を行っている市民や団体の方

に成果発表の場を提供するとともに、創作意欲の向上と、世代間の交流促進

を目的として実施しております。開催期間につきましては、11 月３日 土曜日

と４日 日曜日の２日間でございます。なお、茎崎会場につきましては、前の

週の 10 月 28 日の日曜日から 11 月４日の日曜日までの開催となっておりま

す。会場につきましては、筑波会場・大穂会場・豊里会場・谷田部会場・桜会

場・茎崎会場・中央会場、とあわせまして市内７会場での実施となります。開

催部門でございますが、展示部門といたしまして、絵画・書道・華道・俳句・

写真・陶芸・盆栽などの展示と、芸能部門といたしまして、民謡・舞踊・器楽

・コーラス・ダンスなどの発表部門で開催します。その他、お茶会や囲碁・将

棋・そば打ちなどの事業も行います。また、ノバホールを会場としまして、ノ

バホール音楽会を実施いたします。さらに、中央会場のつくばカピオで、小・

中学校に御協力いただきまして、書道と絵画の小中学校芸術展、こちらを小

学校・中学校からの推薦作品の展示を行います。今年度の目標といたしまし

て、各会場での体験教室などを増やしまして、20 代から 30 代、若い子育て世

代の参加促進を図りたいと思っております。また、事業の課題といたしまし

て、参加者の半数以上の方が 60 歳以上の高齢者の方でございます。今後につ

きましては、いかに若い世代の方の参加者の増加をさせていくかが課題と考

えております。 

 続きまして 10 ページを御覧いただきたいと思います。地域交流センター講

座でございます。予算額につきましては 663 万 7,000 円でございます。目的

・概要といたしまして、市民に学習の機会を提供し、生涯学習社会の実現に

寄与するため、市内 17 の交流センターで自主企画の講座を開講いたしまし

て、５月が前期講座となり、９月が後期講座ということで、受講生を募集す

るものでございます。前期講座につきましては、63 講座、定員 1,126 名で５

月に募集いたしまして、現在開講中でございます。また、後期講座につきま
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しては、62 講座、定員が 1,116 名で、９月に募集をする予定で進めておりま

す。講座の内容につきましては、高齢者・小学生・親子・女性・男性向けなど

多岐にわたり企画しておりまして、土曜日・日曜日及び夜間の講座の開講も

行っております。また、つくば市の消費生活センター及び消防署などの他部

署の御協力もいただきまして、普及促進講座の方も開講しております。今年

度の目標といたしまして、受講者数につきましては 12,350 名、昨年度につき

ましては 8,230 名、延べの受講者数（実績）でございます。事業の課題とい

たしまして、夜間や土日、祝日等に開講する講座数が、前年度よりも減少し

ておりまして、また、子ども向けの講座等におきましては受講者が集まらず

開催見送りとなった講座がいくつか発生しておりますので、アンケートなど

を行っておりますが、利用者の多様なニーズを把握しまして、講座内容の充

実を図っていく必要があると考えております。 

 続きまして、11 ページ、生涯学習施設、こちら文化芸術課の方ではふれあ

いプラザの管理となります。予算額につきましては、6,465 万 4,000 円でござ

います。目的・概要といたしまして、豊かな生涯学習社会の実現に寄与する

ため、指定管理者制度によるつくば市ふれあいプラザの維持管理を行うこと

でございます。また、生涯学習の幅広いニーズに対応するため、利用者の要

請に即した自主事業の開催やイベントを実施することとなっております。今

年度の目標でございますが、ふれあいプラザの利用者数を７万 5,000 人とし

ています。参考までに、昨年度は７万 1,672 人でございます。また、講座に

つきましては、約 450 の講座を開講予定でございます。事業の課題といたし

まして、建設後 10 年以上が経過し、建物・設備等の経年劣化による修繕箇所

が増加しているところでございます。また、利用料免除による利用の増加に

より、利用者が増加しておりましても、免除の関係で施設の収入に結びつか

ないということが、指定管理者の立場からすると、課題となっております。

文化芸術課は以上でございます。 
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［議長］ ありがとうございます。続いてスポーツ振興課、お願いします。 

［スポーツ振興課］ 

はい。スポーツ振興課です。平成 30 年度主要事業の概要について説明いた

します。 

 まず 12 ページ、事業名「スポーツ推進委員・スポーツ推進審議会委員」事

業について記載いたしました。予算額は、793 万 6,000 円、まず、スポーツ推

進委員、こちらは 70 名の委員からなっております。市が開催するイベント等

において、企画・助言・協力をし、また、市民に対し、実技指導を行います。

市主催事業、つくば学園ウォークラリー・つくばマラソン等において係員と

して協力していただきます。県南スポーツ推進委員協議会研修会、関東スポ

ーツ推進委員協議会研究大会等の研修に参加いたします。 

続きまして、スポーツ推進審議会委員。こちらは、10 名の委員からなって

おります。審議会において、つくば市スポーツ推進計画の実施状況の進捗管

理とスポーツ事業の概要について報告し審議いただくとともに、スポーツ推

進に関する施策について委員の意見を各種施策に反映させていきたいと考え

ております。また、つくば市スポーツ推進計画の中間見直しを行うため、ス

ポーツ推進審議会において、計画素案を審議し、答申していただきます。今

年度の目標としましては、まず、スポーツ推進委員の活動参加数と、スポー

ツ推進審議会の開催数を目標に設定させていただきました。 

スポーツ推進委員につきましては、市が開催するイベント等において、協

力や参加をするスポーツ推進委員数ということで、こちら延べ 300 名と考え

ております。続きまして、スポーツ推進審議会委員については、スポーツ推

進審議会開催数として、６回と目標を設定させていただいております。事業

の課題としましては、スポーツ（推進）委員として、さらなる資質の向上と活

動の促進を図ることが課題と考えております。 

 続きまして、13 ページを御覧ください。こちらスポーツ大会開催事業でご
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ざいます。予算額が 2,508 万 1,000 円、うちつくばマラソン負担金が 1,500

万円ございます。主な事業としては、まず、つくばマラソン。市民のスポーツ

への意識高揚を図るとともに、つくば市及び全国のランナーの技術向上と交

流の場を提供。つくば市、筑波大学、茨城陸上競技協会及び読売新聞社が主

催し、筑波大学陸上競技場を中心会場とした、日本陸連の公認コースにおい

て、42.195km の部、10Km の部を開催する。もう一つが健康マラソン。こちら

は小学生から高齢者にいたるまで、だれもが気楽に参加できるマラソン大会

を開催することにより、生涯スポーツとしてのランニングの普及と健康づく

りの促進を図ると。研究学園駅前公園を中心会場として、２km から５km の部

を開催いたします。 

その他、スポーツ大会開催事業といたしまして、学園ウォークラリー大会、

スポーツフェスティバル等を開催いたします。今年度の目標といたしまして

は、まず、つくばマラソンについて、「マラソンを科学する」というコンセプ

トを掲げ、スタートや給食を「科学する」ことで記録や完走率を向上させる。

また、応援団体の公募や団体への直接依頼等により、沿道応援の活性化を図

ることを目標としております。次に健康マラソンにつきましては、協力企業

・協賛企業を増やし、ランナーサービスの向上を図るとともに、大会を発展

させる。市長公約「ランナーに愛されるまちの実現」の取組として、ランニン

グクリニックや教室を充実させることを目標に掲げております。また、全イ

ベントに共通しまして、円滑な運営、安全・安心な実施を心がけていきます。

事業の課題としましては、つくばマラソンにつきましては、交通規制につい

て、市外の方を迂回させるケースも多いため、市外への周知方法の検討や、

交通規制看板設置計画の修正をする必要があると考えております。健康マラ

ソンにつきましては、事前イベントのランニングクリニックについて、定員

を大幅に超える申し込みがあるため、開催方法等を検討し、より多くの方が

参加できる環境を整えられるよう課題を設定しております。 
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最後にスポーツ教室開催事業ということで、こちらは、654 万 2,000 円の予

算額となっております。目的は、スポーツ教室を開催することにより、市民

スポーツ振興の啓発、市民同士が交流できる環境の提供及び市民の健康づく

りを図る。概要は、市民を対象に、市報・つくば市ホームページ・Facebook 等

で募集を行い、教室を開催します。今年度の目標につきましては、様々な種

目、昨年度は 12 種目、今年度は同程度の内容で考えておりますが、様々な種

目のスポーツ教室を広く開催し、より多くの市民がスポーツに触れる機会を

提供します。こちらは、子ども対象の教室もありますし、一般向けの教室の

方も計画しております。市民が企画を提案し、講師となって指導する、企画

公募の教室とか、国体 PR を兼ねた教室、障害者スポーツの推進のための教室

なども取り入れます。事業の課題としましては、参加者も含めた市民の意見

を参考に、より多くの市民がスポーツを始めるきっかけづくりとなる教室を

取り入れていくことを課題としております。以上でございます。 

 

〈質疑応答・生涯学習推進課〉 

［議長］ 

 はい。ありがとうございました。 

実は私、冒頭でこれを言うことを忘れておりました。前の（会議の配）席

が、委員さんが囲みの席で、一部は御説明に来る方が、背中から声が聞こえ

て顔が見えないというのはいけないというので、スペースの関係はあるけれ

ども、我々はみんなフラットですので、このようにしていただいて、正面か

ら、お互いに顔を見合わせながら、質疑応答ができるというということでお

願いしましたら、早速こういう風に対応していただきました。これからの質

疑応答にしても、あるいは意思の疎通を図るにしても、お互いに顔を見合わ

せながら、できるところで。すがすがしくまた、顔も見えますので、質疑応答

も有意義な形になろうかと思います。 
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早速、質疑応答に入りますけれども、まずは皆様にお願いしたいのは、い

つものとおり、挙手をしていただいてお名前を発して、質問や御意見をお願

いします。これは、議事録の関係もございますので、お守りいただければと

思います。 

それでは早速、生涯学習推進課の方、１ページから６ページまでについて、

御質問なり、御意見なりを拝聴したいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

［委員］ 

３ページでございますが、ちょっとお伺いしたいと思います。さくら民家

園でございますけれども、昨年、韓国から中学生たちが参りまして、８月に

ここを使用いたしました。使用時間は非常に長かったのですが、まず、お茶

のイベントを行いました。お茶の前に、その前の年に私たちが韓国に行きま

したときに韓服を着せていただきましたので、つくばの方ではちょうどお祭

りの時だったものですから、まず浴衣を着せて、そしてその後お茶をやりま

した。その後、夜、まつりつくばに行くといういろんなイベントのなかで、唯

一、民家園では日本の文化をお知らせしようということでやりました。 

ところが、クーラーがもちろんないですね。私どもは下見をして、去年も

暑かったんですけれども、扇風機をたくさん私たち役員持ってきましてね、

（襖を）開ければ、蚊がたくさん入ってきます、昼間でも。閉めればもう蒸し

風呂です。そういった環境の中で、ただあそこは主に見学に行くっていう方

はそんなに長く滞在しませんから、大丈夫だとは思いますけれども、あそこ

で長時間にわたってのイベントをするのは、本当に夏は大変でございます。

今年の夏もあったかどうか分かりませんけど、昨年私どもが使ったときには、

韓国の方は緯度が高いですから日本のような蒸し暑いというのはあまり経験

してなく、倒れはしないものの、気分が悪くなった方もいたんですね。その

辺の空調といいますか、ぜいたくは言わないにしても、なんとかこの酷暑を
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ですね、イベントをするときには、何か考えていただけたらと思います。蚊

が相当来ますね。あそこは。たくさんの蚊取り線香を用意しました。そんな

ことがございますので、使用した関係上、施設的にも一考していただけまし

たらうれしいと思います。以上でございます。 

［議長］ はい。（生涯学習推進課）よろしくお願いします。 

［生涯学習推進課・社会教育係］ 

 社会教育係です。民家園は昭和 60 年にオープンしてから、あのような形で

運営しております。施設的にも、古民家をそのまま維持できるような形でや

っておりまして、空調等設備の方は今ひとつ整っておりません。ここのとこ

ろ、夏は暑さが厳しい状況であることから、今後そういった施設の活用に、

特に夏ですね、活用いただくために、今委員からいただいたことに関しまし

て、検討を重ねていこうと考えております。ただ、すぐにということは難し

いかと思いますので、なるべく古民家のあのような建築様式を残した形で、

中にどのような形の空調が整えることができるのか、もちろん置く場所とか

の問題もありますし、あそこは開け放ちで利用していただくのが常でござい

ますので、蚊の対策をするとなると、空調もそうなのですけれども、閉めな

いと効かないということもあると思いますので、民家園の利活用、もちろん、

活用していただいている皆様、ほとんどがそういった条件を御理解、納得い

ただいての御利用だとは思いますが、そういったところを考えさせていただ

きたいなと思います。 

［議長］ よろしいでしょうか。 

［委員］ はい。 

［議長］ 他にございませんでしょうか。 

［委員］ 

２つの事業で教えていただきたいのですけれども、一つは１ページの家庭

教育支援事業の家庭教育学級の事業の課題というところに、趣味や交流に偏
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りがちな講座が見受けられるという記載があるのですが、これに関しては、

見直しというか改善というようなことを考えられているのかというのが一つ

教えていただきたいところです。というのは、いくつかの単位 PTA の役員に

話を聞くと、家庭教育学級はなかなか今、人が集まらない状態で、開催する

のが非常に難しいと。一方では、役員さんを決めないといけないので、通常

の PTA の役員自体、なる人がほとんどいない中で、かなり負担になっている

のが実情であるという話を聞いていて、できるだけ、人を寄せるためにお茶

会みたいにいろんなことをやって工夫していると言っていたのですが、本来

そういった内容はいいものかどうか、これからちょっと市 P 連の中でも議論

していかなければならないかなと考えております。 

それから４ページの、青少年育成事業ということで、あいさつ・声かけ運

動をやっていただいているということですが、各単位 PTA でも独自にあいさ

つ運動というのをやっております。市 P 連としても、11 月の最終月曜日に、

統一日として市内一斉のあいさつ運動というのを実施しています。若干都合

がつかなくてできないというところもありますけれども、ほぼ、全校、同じ

時に実施できる状況になっていますので、この辺はだいたい保護者と生徒会

の代表の子どもたちとでやるような感じなので、そこに地域の方が入ってい

ただければ、地域との連携が更にとれるのかと思いますので、その辺の連携

が可能なのか、教えていただきたいと思います。 

［議長］ はい。お願いします。 

［生涯学習推進課・社会教育係］ 

１ページの家庭教育学級の事業課題のところでございますが、こちら趣味

や交流に偏りがちな講座が見受けられるというのが課題になっておりまし

て、今委員からお話をいただいた話はおそらく学校での家庭教育学級のお話

かと思いますけれども、私ども乳幼児（家庭教育）学級ということで、学校以

外の家庭教育学級の実施もしておりまして、そちら講座数は年間 16～7 講座
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ございます。恐らく学校ですと、２講座か３講座、年間でと思いますけれど

も、その中で委員がおっしゃるように、参加者や２回や３回の少ないところ

で人を寄せると言いますか、集めることをやりますと、やはり楽しい講座と

いうのが、参加者が募れるのかなと思うのですが、私どもの方としてはやは

り、趣味的な講座とかですね、交流というそういった講座、交流はもちろん

大事なのですが、やはり家庭教育学級ということで学習、学びを通じて交流

を図っていただきたいというのがございます。ですから、社会教育指導員の

指導の下に、学校、PTA を中心にやっていただいている役員の方に指導するよ

うな形で、学習、学びをメインとしたような形の講座の開講をお願いしたい

と考えております。私も、保護者でありますので、家庭教育学級に参加した

こともございます。私がやったのは、コーヒーの入れ方だったんですね。楽

しく過ごせるのですが、そこに学びのエッセンスがほしいとこの仕事に携わ

る者としては、考えておりますので、社会教育指導員の指導の中で役員さん

も学習中心とした講座を一緒に考えていただければなと考えております。１

ページについては以上です。 

［生涯学習推進課・青少年教育係］ 

４ページの部分で、先ほど御意見いただきました、あいさつ・声かけ運動

ですが、通年実施しております。６支部ありまして、桜支部では毎月１回活

動しております。各支部それぞれ活動は違うので、今度青少年相談員連絡協

議会支部長会議に提案しまして、11 月のあいさつ運動に参加が可能かどうか

ということを提案して会議に諮っていきたいと思います。 

［議長］ よろしいでしょうか。 

［委員］ 

 教えていただきたいのですが、つくば市子ども体験事業補助金について、

昨年度の取組の子ども会がいくつあったか教えていただきたいと思います。 

どうしてお聞きするのかと言いますと、つくば市子ども会育成連合会は、
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桜地区・大穂地区・豊里地区の３地区で成り立っているのですが、もしこの

体験事業補助金を申請している団体があれば、市子連に入っていない団体、

子ども会が参加しているので、そこに是非積極的に、市子連に、つくば市子

ども会育成連合会に入っていただけないかということで、お願いに行きます

ので、もしあれば、体験事業補助金の子ども会数とその体験事業補助金を各

地区にどのような周知活動をしているのか教えていただければと思います。 

［議長］ よろしいですか。 

［生涯学習推進課・青少年教育係］ 

分かる範囲で申し訳ありません。市のホームページで、子ども体験事業補

助金については周知しているところです。予算は 90 万円でございます。90 万

円の内訳は、３つに区分しておりまして、団体の参加人数によって違ってお

ります。２万円の補助金、３万円の補助金・５万円の補助金ということで区

分けして申込みを受けております。今の段階ではまだ、90 万円には達してお

りませんので、まだ受け付けますということでホームページで周知しており

ますし、子ども会についても生涯学習推進課のホームページに掲載しており

ます。つきましては、子ども会育成連合会について今後も支援していきたい

と考えております。 

［議長］ よろしいですか。 

［委員］ はい。 

［議長］ 他にございませんでしょうか。 

［委員］ 

４ページの青少年育成事業の今年度の目標について、お伺いしたいことが

あります。この中で、「中学生・高校生自身がやりたいこと、興味があるこ

と、実現したいことを企画募集し」というところがありまして、先ほどもう

すでにいくつか動いているものがあるというお話がございました。今の中学

生・高校生はどんなことをやりたいと思っているのか、また、何件ぐらい応
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募があったのか、また、それに関して企業・研究所・市としてどのようなフォ

ローをされているのか、教えていただけますか。 

［生涯学習推進課・青少年教育係］ 

今、各小・中学校、義務教育学校、市内の県立高校へチラシを配布し企画募

集しました。その結果、松代で中学生２名と高校生１名、計３名応募がござ

いました。１名がスポーツをしたい、２名が今度 11 月 18 日に市民ギャラリ

ーで青少年を育てる市民の会で絵画ポスター展示があるのですが、その時に

連携して、イラスト作成をしたいということで、企画を進めているところで

す。また、竹園は、応募数は高校生２名と中学生１名です。高校生が中心とな

りまして、４メートル×４メートルの折り紙を折るという巨大プロジェクト

を企画しております。さくら民家園で実施する計画でして、同じく 11 月 18

日にあわせて企画を進めております。あわせて、さくら民家園で、茶道を行

い、外国人との交流を行う予定で、企画進行中であります。また、筑波では、

１名応募があり、ゴミ拾いのボランティア活動を行いたいということで、９

月以降に企画を進める予定です。以上で簡単ではありますが説明になります。 

［議長］ よろしいですか。 

［委員］ はい。意外と一人とか小さいことからやっていただいているという

ことなんですね。 

［生涯学習推進課・青少年教育係］ 応募した子が中心となり、友達を連れて

計画していくということです。 

［委員］ さくら民家園を使うときは冬は暖房、夏はクーラー、扇風機なんか

があるといいですよね。ありがとうございました。 

［議長］ 他にございませんでしょうか。 

［委員］ 

１ページの家庭教育学級のことなのですが、先ほどの課題の中で、趣味や

交流に偏りがちな講座が見受けられるということだったのですけれど、今私
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も勉強中なのですが、日本医師会が「遊びは子どもの主食です」ということ

を大きく掲げまして、遊びは子どもの発達にすごく重要な役割を果たしてい

るということを医学的にも、学力向上のためにも、すごく大事な要素を占め

ているということで、遊びを子どもの生活の中で大きな割合を、注目してい

こうということで、今見直しが入っているのです。 

そこには、スマホを置いてふれあい遊びを、というサブタイトルみたいな

のも入っているのですが、親と子どもが向き合うのに遊びがすごく大事な役

割を果たしているということで、門脇教育長も、プレーパークなど、先駆者

としてずっとされてきているということで、つくば市としても、遊びという

ものをすごく大事にしていくような保護者をもっと作っていかないといけな

いのではないか。勉強、勉強で、学力ばかりのことを子どもに求めるのでは

なくて、遊びの中から多くのことが学べたり、発想の転換であったり、創造

力であったりとか、そういうものが本当に育まれる。子どもにはいろいろな

可能性があるので、遊びが大事なんだということが日本医師会の方でも認め

て、今取り組んでいるという最中なので、こういった内容を保護者の方に勧

めていって講座の中にどんどん取り入れていただけるといいかなと思いま

す。 

これは乳幼児でももちろんそうですし、小学校の遊びのことでももちろん

そうですし、今夏休み中、子どもたち、私の息子もそうなのですけれども学

童の方に通っていますけれども、やはりこの暑さで、外に遊びに行ける機会

が減っていて、すごくつまらないということを言っているんですね。 

なので、やはり、そういう子どもたちにとって何が大事かということを保

護者自身が認識することが今すごく大事かなと思いますので、是非、そこら

辺を取り入れていただけるといいかなと思っています。保護者も割とすんな

りと入っていけるテーマであると考えます。是非よろしくお願いします。 

それと、２ページのところで、花と緑の環境美化コンクールのところの、
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課題のところで、審査体制が十分に整っていないとのことですけれども、先

ほどの説明の中で、現場を見に行くスタッフが足りないということで体制が

整っていないということをいっているのかどうか、どのように体制を整えて

いくのか、その辺が分からなかったので教えていただきたいのと。 

４ページの事業の課題のところの、最後に、青少年への声かけや社会環境

浄化活動をはじめとする諸活動を効果的に行うために研修を実施するという

のは、誰を対象にした研修、どのような研修を行う予定なのか教えてくださ

い。 

［生涯学習推進課・参事］ 

 委員からの御指摘の１点目についてお答えいたします。今委員がおっしゃ

た内容、そういうものを私たちは家庭教育学級に求めているわけです。委員

がおっしゃったような内容というのは本当に保護者の学びであると考えま

す。具体的に申しますと、先ほども説明がありましたが、県も一昨年に家庭

教育に特化した条例を施行しております。 

そういう中で、やはり学びの場という言葉が出ましたけれども、それを推

奨するということが勧められているのですが、今委員がおっしゃったような

学習機会ができればと私たちも思っているのですが、実際は、講座の内容を

見ると、お母さんたちがエアロビクスをやっていたりと、ということなので、

このようなもので良いのかというところから、今見直しを図っております。 

今年度の各学校の計画は、大分（平均的に）３講座（開催されるもの）のう

ち、交流を深める機会が一度ぐらい入っておりますけれども、食育であった

り、子どもの発達段階に応じてメディア教育を取り入れてくださったり、各

学校で工夫した学習機会の設定をしてくださっているところです。お答えに

なっているでしょうか。 

［委員］ そういう機会を… 
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［参事］ 

 つくっていきたいです。委員がおっしゃっているようなものは、学習機会

だと私たちは捉えているので、そういう機会を是非つくっていければと思い

ます。 

［委員］ 

 それに関して、聞きたいことが。例えば、誰か講師に話を聞くというのも

もちろんすごくいいと思うのですが、例えば遊びに関しての（講座）、子ども

の発達についてとかいうのも良いのですが、例えば、子どもと一緒に遊びを

とおして学ぶ機会を、例えば外に出て一緒に遊ぶとか、ふれあいパークみた

いなところに一緒に子どもと行くとか、そういう講座みたいなものも可能な

のでしょうか。 

［参事］ もちろん可能です。 

［委員］ 

 是非、そういうところも。なかなか、子どもと向き合って遊ぶ機会って、

今、子どもを遊ばせているけれども親はスマホを見て、みたいなそういう方

本当に多いかなと思うので、そういうのも、お勧めするというか、やってい

ただくといいのかなと。保護者の方から、希望で基本的には受け付けるのか

なと思うのですけれども、今こういうのが全国的にお勧めなんですよ、みた

いな、そういう感じでお勧めしていくことがもしできれば、是非やっていた

だければと思います。 

［参事］ 

 お子様と一緒に保護者の方が遊ぶところで、遊びの重要性を学べるかとい

うところです。私たちが一番危惧しているのは、お母さんたち自身がエアロ

ビクスであったり、ネイルアートをやったり、実際そういう講座を位置づけ

ていた例がありますので、これは家庭教育学級の事業ではないのではないの

かなと見直しを図っているところです。 
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［生涯学習推進課・社会教育係］ 

 引き続き、２番目の「花と緑の環境美化コンクール」の事業の課題に挙げ

ました、審査体制の整備について説明いたします。まず、こちらの審査が十

分でない理由としては、募集期間は７月２日となっているのですが、20 日ま

でに県、チャレンジいばらき県民運動の方に報告をしなければならないとい

う関係上、実質、市の審査ができる期間は７月２日から、水戸まで直接審査

用紙を発送する関係上、７月 18 日・19 日がタイムリミットとなります。 

その間に、審査のルートを決定し、各花壇の担当の方と日程を調整しまし

て、その上で、実際に花壇を訪問して、各 15 分ぐらいで審査をするという体

制となります。その場合、24 か所、それこそ筑波地区から茎崎地区まで、幅

広くさまざまな場所に散らばっておりますので、移動だけでも半日を費やす

状況になっています。そういった職員がずっと一日まわらなければならない

ような状況になっておりますので、十分な状況ではないということを挙げさ

せていただきました。 

［生涯学習推進課・青少年教育係］ 

 ４ページの部分について、対象者は誰を対象にしたものかについてですが、

非常勤職員となっております青少年相談員を考えております。 

青少年相談員に、今後青少年の声かけや、そういった活動を効果的に行っ

ていただくために、近く、９月 30 日に「子育てをみんなで支える地域づくり」

の講演会で、地域の方全員が子育て支援に関わることは、母親の負担軽減に

資するだけでなく、子どもの発達においても重要であることを（開催の）趣

旨としてありますように、棒田先生の講話に、青少年相談員、各支部５名程

度参加いただいて研修していただく内容になっております。 

［委員］ 

 先ほどの審査の方ですが、募集期間から県の方に提出する期間が短いとい

うことは大変だと思うのですが、募集期間を早めにして、募集したりとかは
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考えていらっしゃいませんか？ 

［生涯学習推進課・社会教育係］ 

チャレンジいばらき県民運動の指定の日程になっていますので、その日程

を変えることは環境美化コンクールに（市として）参加をする上では難しい

ところではあります。市の方で設定している日程ではありません。 

［委員］ それは、市の方で審査する期間をもうちょっと早めにして、という

ことはできないのですか。 

［生涯学習推進課長］ 

県の方で要項が定められておりますが、その要項が非常に遅れて来るので、

短時間でやらなければならないのは事実です。他部署との連携を含め審査体

制の強化を図って審査をスムーズに行っていけるようにしたいと考えており

ます。 

［委員］ はい。 

［議長］ 他にございませんでしょうか。 

［委員］ 

１ページの家庭教育学級について、意見ということになろうかと思います。

先ほどから乳幼児家庭教育学級のことが話題になっておりました。特に、趣

味や交流に偏りがちであるとのことですが、以前、私のところで、社会教育

指導員の皆様と一緒に、乳幼児家庭教育学級の歴史をひもといたときがござ

いました。 

つくばの乳幼児家庭教育学級はある特徴を持っております。一つは、相互

保育という形で、お母さん方、保護者の方が他の子どもの世話をするという

ことを組み込んであったり、あるいは学級ですので、学級長さんを決めて、

自主企画・自主運営という形でもって、教室を動かすという中に、教育効果

があるというところも見て取れました。この特徴を、ある意味では再検討す

る中で、どうとらえたらいいのかということをもう一度御検討いただきたい
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と思うのです。 

自分の子どもが育てばいいだけではなくて、お互いに子どもを育て合うだ

とか、あるいは、自主運営・自主企画、まあ、その内容が楽しみになってしま

ってはということはございますけれども、そのなかで、自分たちで活動を動

かして中で身につけていくもの、教育学の言葉でいいますとヒドゥン カリキ

ュラム（隠れたカリキュラム Hidden Curriculum）なんていいますけれども、

そういうヒドゥン カリキュラムの部分を、是非検討していただきたいと思う

ところです。 

もう一点、４ページの「青少年居場所づくり」のことです。これは質問にな

ろうかと思いますが、交流センターを一室を開放するというような形での居

場所づくりというのを昨年度来やってらっしゃるところでありますが、考え

方をお変えになったのかどうなのか。  

そういう場所を開くという居場所だけでなく、イベントを企画して子ども

たちに参加させるというような、これを居場所と言っていいものなのかどう

かということでありますけれども、その辺のところの方針の変更があったの

か、よろしくお願いいたします。 

［議長］ よろしいですか。御要望と質問とがありますが。 

［生涯学習推進課長］ 

最初の御質問、１ページ目ですが、家庭教育学級、特に乳幼児家庭教育学

級で実施しております、相互保育は非常に大切なものであるし、価値のある

ものであると考えております。 

例えば、20 人の家庭教育学級では、今まで 10 人ずつしか講座に参加できま

せんでしたが、１日での相互保育を行いますと、同じ科目を一度に 20 人全員

で講座を聞いて、その中でディスカッションをしていただけます。その場合

には保育は市で全て引き受けるという形も検討しております。保護者が全員

同じ講座を聴いていただき、交流を深めることができます。また、自主運営
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をしていただきながら、学級生が学びを探っていただくことも今まで同様に

考えております。 

ですので、見直し自体は、根本的な見直しというよりは、やり方の見直し

をしていきたいと考えております。 

［生涯学習推進課・参事］ 

２点目の御質問ですが、青少年の居場所については、昨年も委員から会議

で御意見を賜ったところではありますが、今年度４月から生涯学習部門が教

育局に移管しまして、そのなかで、従来どおりの貸館としての場所の居場所

も継続しております。先ほど、係からも御説明いたしましたが、若年層の市

政への参画、昔は各市町村ではごく当たり前のように高校生会が存在してお

りました。つくば市ではそういう組織も広域になりますから、中高生の意見

を拾うということも一つこの居場所に絡めて今年度試しているところです。

また、なにより、教育局に移管をしたというのは、門脇教育長の肝いりで移

管をしていただいたものですので、この居場所づくり、社会力を育成するた

めにどうするか、課で４月に検討しまして。大人と子どもの協働が、社会力

を育成するにのは一番かと思いますが、その建物の居場所ではなくて、例え

ばサイエンスラボと絡めて心の居場所を子どもたちが持てるように、地域の

既存の青少年関係団体の方との協力を得ながら、今年はとっかかりとして進

めているところです。 

［議長］ よろしいですか。 

［委員］ 

 付け足しといいますか、たぶんこれは教育局への移管ということも関わっ

てきますが、例えば、乳幼児家庭教育学級の場合、私的な観点からいいます

と、リフレッシュするようなことも子育ての中では大事な課題になってくる

のではないかと思うのです。そことの調整をある意味では上手にとらなけれ

ばならないと考えます。教育というものと、ある種の福祉というものとの間
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との連携を上手にはかりながら、連携を考えていただく必要があるのではな

いかと思います。 

青少年の居場所についても同じです。青少年が、自主的にやりたいことを

きっかけとして、そこにいる心の居場所であったり、なかなか、人間関係を

作れない子どもたちが、そこで人間関係を作るような居場所というようなと

ころもある程度含めながら、考えていく必要があるのではないかと思います。 

例えばここは教育局で、こっちは市民部だ、というようなことではなく、

連携して行かなければならないのが居場所の問題であったり子育ての問題で

あったりしますので、そのへんのところ、バランスを上手に取っていただき

たいと思います。 

［課長］ いただいた意見に注意しまして、進めていきたいと思います。 

［議長］ よろしいですか。 

［委員］ はい。 

［議長］ ほかにございませんでしょうか。 

［委員］ 

さきほど、事務局の方からちょっとだけお話ございましたけれども、また

民家園のことで恐縮でございます。お茶会をなさるというようなお話でした

ね。私たちも昨年、お茶会というか、お茶教室を開いて、デジョンの中学生た

ちに開催したのですが。あそこにお茶室がございますよね。あそこを本当は

使いたいという方が結構いらっしゃると思うのです。私、昨年の今頃あそこ

を使わせていただきましたとき、そういっておりませんけれども、今は使え

るようになっているでしょうか。 

［生涯学習推進課・社会教育係］ 茶室は基本的には使わせてはいないです。 

［委員］ 

使わせてはいないということで。あそこは、専門的なお話で恐縮ではあり

ますけれども、千利休が目指した茶室というのはあのような茶室なのですね。
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２畳、３畳ぐらいの小間といいますけれども。たぶん、つくば市内、この近辺

でも、お茶の先生で小間のお部屋を持っている先生はいらっしゃらないと思

うのです。あそこで私も、外国の人たちなんかは見学に来まして、あそこの

周りの廊下を進んでいきますと、裏側に茶室にあたりますね。そうすると入

ろうとすると、入ってはいけない。そうすると、とても残念がっている人も

いらっしゃる。もちろん日本の方も。ですから、なんで使えないのかという

ことを聞きますと、床がぶかぶかしているとかといっておりました。 

ですが、２畳、３畳の薄暗いお茶室の、本当に、幽玄と感じられるようなす

ばらしいものを持っていても、使えないと、または使えないにしても、炉も

切ってありますし、そして、中に入っただけでも、見学者が本当に外から見

る茶室と中に入って見る茶室の空間は違うと思うのです。 

ですから、なんとか、あそこを開園以来ずっと使っていないと思うのです

が、せっかくあのようなすばらしいものがあるのに、入ることもできない、

使用することもできないというのは、残念だなと思うのですが。そういった

こともお金のかかることであり、大変かとは思いますが、近代的なつくばの

中央から来て、あそこに、周りは木が茂っていて、そして日本家屋があって、

その中に本格的な茶室があって。あれが使えたらなと長年私は思っておりま

した。 

だいたい、お茶室として使われるのは、そこの前の広間、和室の部屋を使

って。あれは、本格的なお茶室ではないですね。そういった考え、将来ござい

ましたら良いのではないかと考えます。 

それともう一点です。平沢の官衙の関係はこちらでしょうか 

［事務局］ それは文化財課で、違います。 

［委員］ 

違いましたか。これは、日曜日行きましたらトイレ使えないんですね。事

務所の中にあるために、日曜日は事務所開いていないんです。バスであそこ
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に見学に行きましたら、そしたらトイレが使えない。事務所が閉まっている

のですね。日曜日なので。あそこを目指してトイレといったところが、行か

れなかったものですから、日曜日に皆様いらっしゃるのに、どうにか改善し

ていただけたら。 

［事務局］ 文化財課に御意見を伝えておきます。 

［生涯学習推進課・社会教育係］ 

民家園の茶室ですが、今訂正させていただきたいのですが、通常は入れな

いようにして、見学は外から見られるようにしておりますが、実際に使用し

ていたことがあるということで、使用できないことではないことで訂正させ

ていただきたいと思います。 

 茶道部の方で、あの小間を使いたいとのことで使用しているとのことで、

貸出しをした経緯はあるそうなので、それを今確認できたので、使えないこ

とはないと。 

［委員］ 

昨年はね、あそこは使えない、というように返事でございましたので、あ

の広い和室を使わせていただきました。みなさんでも使えたという人は少な

いのですね。いつ頃の許可なのか分かりませんけれども。 

［生涯学習推進課・社会教育係］ 

許可については、今年の５月の御利用の時に申請がありましたので、認め

ているところです。実際、私の方で直接確認をしているわけではないので、

絶対に使ったと確認はしていませんが、茶室の利用をしたいという申請があ

ったので承っているのは事実です。基本的には見学の形では御利用いただけ

ない状態ですが、（申請の時に）茶室を利用したいということであれば、基本

的に現状を御理解いただいて御利用いただくことは可能であると考えており

ます。 
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［委員］ 

一方には貸して、つくば市の国際交流の、姉妹都市というか友好都市の子

どもたちに貸していただけない。差別ではないのか分かりませんけれども。

私はお茶の先生を大分存じておりますが、使わせてもらえないと思うのです。

許可制であるのならば、講師になっていただければですけどね。私が聞いた

ところでは、そこの床がもう使えない状態なので危ないということを伺って

ます。そういう状態で５月にお使いになったのでしょうか。 

［生涯学習推進課・課長］ 

今年度申請されたものについては、利用内容に応じてお使いくださいとい

う形にしていますので、是非、交流協会で使っていただきたいと考えており

ます。 

ともかく、生涯学習推進課で現状を確認させていただきまして、使ってい

ただくということで、進めていきたいと思います。 

［委員］ そうしたら、廊下からの見学でなくても、茶室の中には今は入れる

のですか。 

［生涯学習推進課・社会教育係］ 見学では入れません。 

［委員］ 使用だけですね。 

［議長］ 

 時間が経過しておりますので、いろいろよくしていただきたいのですが、

一つは、私の意見としては、御意見を封鎖しているのではなく、いろいろな

ことを整理してお答えいただくためには、もう少しまとめていただければあ

りがたいなと思います。 

いま、お聞きしておりますと、答えようがないような部分がたくさんある

ようでございます。というのは、実態を把握していないような部分もありま

すので、すみませんが、今の問題については、次回までに整理してお答えい

ただくような形で良いでしょうか。 
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［委員］ よろしくお願いいたします。 

［事務局］ 了解しました。 

［議長］ 

 よろしくお願いします。いずれにしましても、会議というのは、有意義な

会議にしていきますので、時間はいくらでもいいのですけれども、最終的に

はやはり時間（の制約）がございますので、申し訳ございません。委員からも

そういったことで御理解いただきたいと思うのですが。 

［委員］ はい。 

［議長］ 委員 

［委員］ 

私は、ちょっと感じたことなのですが、子ども会で先ほど委員が言ってお

りましたが、３つの子ども会しかないのですね、つくば市で。びっくりしま

した。 

［委員］ 連合会に入っていない子ども会はあります。 

［委員］ 

私は豊里なのですが、夜に子どもたちが、青少年を育てる（市民の）会です

か、ここから来て映画をやってくれたんです。お年寄りの方もいいですよ、

ということで、地域ぐるみということでとてもいいことだと思っておりまし

て、そういうことが他の地区でもやってほしいなと思っております。 

［議長］ 要望ということですね。 

［委員］ はい。 

［議長］ お聞きになりましたよね。そういうことで一つ。 

［生涯学習推進課長］ 進めていきたいと思います。 

［議長］ 他にいらっしゃいますか。 

［委員］ 

１ページの件なのですが、先ほど、乳幼児家庭教育学級でネイルアートと



様式第１号 

 - 35 - 

かエアロビが交流としてあったということで、ちょっとだけ私もびっくりし

たのですが。たぶん若いママたちなので、自分たちで企画されているのかな

と思うのですが、アドバイスをするような方はいらっしゃるのか、１点聞き

たいのと、例えば秋ですと福音館書店の科学絵本の『どんぐり』という絵本

をきちんと親子に読んで聞かせる、その後、洞峰公園に移動していろいろな

種類のドングリを探してみる、それを今度持ち帰ってドングリでトトロとか

いろいろ作れるので、それをアートにしてみるとか。科学絵本を親子で楽し

んだ後移動して、探して、アートにするような、そのような企画も、つくばら

しいこともいくらでもできると思うのですが、たぶん若いママたち、そうい

う発想とか、もしかしたらないと思うのですが、そういう提案をしたり、ア

ドバイスをしたりするような、そういったバックボーンはあるのでしょうか。

ちょっと気になってしまったのですけれども。 

［生涯学習推進課・参事］ 

お答えいたします。16 名おります社会教育指導員が、そのうち、乳幼児家

庭教育学級には 10 か所、10 名が関わっております。ただ、これはお恥ずかし

い話ですが、やはり個々の社会教育指導員の指導力にも差があるところでは

ありまして、あとは学級生の意見で、こちらで助言ができていない、こうあ

るべきだという助言ができなかったという部分もあったとは思います。 

そういったなかで講座をやられていて、果たしてこれが、生涯学習推進課

の事業として、保護者の家庭教育に資する事業として、いかがなものかとい

うことで、課の中でも検討して、今後に向けて考えているところです。 

基本的には、ですから、指導・助言については、社会教育指導員が担当して

いるところです。 

［議長］ よろしいですか。 

［委員］ わかりました。 

〈質疑応答・中央図書館〉 
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［議長］ 他にございませんでしょうか。よろしいでしょうか。次に進みたい

と思います。中央図書館について、御意見・御質問はございますでしょうか。 

［委員］ 

中央図書館、一つすごくいいなと思いましたのは、図書館だけでなく地域

の大学との連携を今年されているとのことで、筑波学院大学が、夏休み限定

で高校生対象に図書館を開放されているということで、国立国会図書館のオ

ンラインについてももちろん素敵なことですけれども、図書館が地域の大学

と連携して、そういったポスターも貼ってあったのがすごく良かったと思い

ましたので。ここ（資料）にはそれの協力とかポスターが貼ってあるとはな

いのですが、中央図書館がますます、図書館だけではなくて地域の大学と連

携しているその企画とても良いと思うので、是非推進してほしいと思います。

ここに書いていないので、私から PR するのもなんですが。とても良い企画だ

と思います。 

土浦の図書館の方ばかり気になる市民も多いかと思うのですが、あまり気

にしないで、つくばらしい図書館を目指してほしいと思います。 

〈質疑応答・文化芸術課〉 

［議長］ よろしいでしょうか。ほかにございませんでしょうか。それでは、次

に進みます。文化芸術課について御意見・御質問等ございますでしょうか。 

［委員］ 

９ページの文化祭です。開催期間のことで、大半が（11 月）３日か４日の

２日間ですが、茎崎会場だけが、10 月 28 日からの８日間、なぜこのような差

があるのか。（茎崎町との）合併の時に、このような条件だったのか。なんで

このような茎崎だけがこのように長いのか。 

というのは、これがあると、研修室が使えなくて、どこか行ってくれとな

って、ふれあいプラザなんかに行くという。それもまた、借りるのも大変で。

都合２回ほどは利用できないのですね。その前に、準備の時間も使えない、
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後始末の期間も使えないということで、なぜ茎崎だけこのように長いのか、

そういう約束があったのか、茎崎の住民が特に要望したのか分からないので

すが、ちょっと教えてください。 

［文化芸術課長補佐］ 

その期間、他の会場もそうですが、文化祭の期間、利用者の方には多少御

迷惑をおかけして申し訳ないと思っているのですが、基本的にはこの土日、

他の会場含めまして２日間で開催しております。 

茎崎会場につきましては、催事委員会といいまして、参加される方たちの、

こういった集まりがございます。参加される方たちが、２日間ではもったい

ないと、もうちょっと長く展示等をしたいということと、芸能発表も、参加

される団体が多いということで、芸能発表は 28 日と 11 月の３・４の３日間

行います。展示期間については、せっかくみなさんが作ったものを２日間の

展示だけではもったいない、もうちょっとみなさんに見せたいというような

御意見がございまして、それが茎崎地区の催事委員会でそういう意見が出ま

して、市の実行委員会というのがございまして、そちらで承認され、茎崎会

場は長めに開催しているという状況でございます。 

［委員］ 

 私どもも展示しているのですよ。ある活動があるので。いくら（長く）展示

しても同じですよ。３日展示しようが、１か月展示しようが同じ。だから２

日なら２日でぱっと終わればいいので、もっともっととやってもきりがない

ですよね。それをなぜ茎崎だけ長く、茎崎の人たちがそういうのかもしれな

いが、別に合併の時の条件じゃないですよね。 

［文化芸術課長補佐］ そういった条件ではありません。茎崎会場の方の御意

見ということです。 

［委員］ はい。分かりました。 

［議長］ でも、それぞれあまり不公平にならないように努めながら。声は声
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としてお聞きし、そしてなおかつ誠実な対応ということで、よろしくお願いし

ます。他にございませんでしょうか。 

［委員］ 

文化祭ですが、いつも参加させていただいています。 

文化祭事業の課題で、参加者の半数以上が６０歳以上の高齢者である、い

かに若い世代の参加者を増加させるのかが今後の課題とありますが、全市の

小学生・中学生の作品がカピオに展示されています。 

豊里地区では、何年も前から交流センターの職員が学校・幼稚園・保育所

に出向き、豊里展示会場への展示作品の提供をお願いし、毎年飾っています。

カピオと豊里会場両方に展示される子どもさんも、また、カピオには展示さ

れないが地元豊里会場に展示されると、展示作品を見に多くの子ども達と一

緒に両親その両方のおじいちゃん、おばあちゃん達が子どもや孫の作品を見

に来場されます。一生懸命取り組んだ展示作品を近所の人や大勢の人たちに

見てもらい、肯定してもらえる機会があることが良いと思います。 

そして、文化祭、異年齢の方達の文化を見る機会になっていると思います。 

会場の広さや学校の協力が可能であれば、是非とも豊里のやり方を他の会

場も、実行してはいかがでしょうか。提案させていただきます。 

［議長］ 御提案ということでございましたけれども。 

［文化芸術課長補佐］ 

 御提案いただきまして、他の会場でも、小・中学校や保育所など、地元の学

校の子どもたちの作品を展示している場所もありますので、さらにそういっ

たことを広められるような形で、会場の方にも伝えていきたいと思います。

ありがとうございます。 

［議長］ よろしいでしょうか。他にございませんでしょうか。 

［委員］ 

２点ございます。まず、９ページのつくば市文化祭に関しまして、目標の
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ところで、20 代、30 代の子育て世代の参加を推進したいということで、具体

的にどのようなことをして取り込んでいこうかと考えていらっしゃるのかと

いうことを１点お聞きしたいと思います。 

そして 10 ページですが、交流センター講座の事業の課題で子ども向けの講

座がいくつか募集人数が集まらなかったことでしたけれども、それは実際ど

のような講座を企画されたのかを伺いたくて。講座の先生は、どのように見

つけたり、御依頼されていたりするのかを併せて伺いたいと思います。 

［文化芸術課長補佐］ 

 文化祭の目標のところを回答させていただきます。若い世代ということで、

小学生とか小さい子ども、親と子、おじいちゃん、おばあちゃんも一緒とい

うことで見るだけではなくて、その参加していただいている団体さんがその

場で手作りなどの体験教室を各会場で団体さんにお願いしまして、子どもた

ちを呼び込みながら、大人も一緒に来ていただこうというようなことを、企

画をしているところです。 

［委員］ 

 その点で、「芸能」部門というと、民謡・舞踏というようなイメージがある

ので、例えば若い方を取り込みたいのならば「パフォーマンス」部門とか、ち

ょっと見た目の単語をちょっと古くさい感じがするのです。ちょっとキャッ

チーな感じというか、若い方も「おっ！」と、こう目を引くような名前を考え

られた方が、若い方も行く気になるかなと思います。「芸能」というと、ちょ

っと 60 歳以上の方にお譲りしたいなという気持ちになります。 

［文化芸術課長補佐］ 

わかりました。子どもたちの発表とかも、ダンスとか、バレエとかかなり

幅広く出ておりますので、検討材料にさせていただきます。 

［委員］ キッズなんとかとか、明るく、華やかに、ぱあっとこう、「あっ！」

って思うような、ちょっとキラキラもあるのも入れられたらいいなと。 
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［文化芸術課長補佐］ 分かりました。参考にさせていただきます。ありがと

うございます。 

［委員］ 子ども講座の件お願いします。 

［文化芸術課・地域交流支援係］ 

詳細につきましては、全部が全てはっきりお答えできないのですが、昨年

４講座ほど応募が集まらず、中止となった講座がございます。そのなかで、

筑波交流センターにおきまして、「大地を巡るジオツアー」というのを夏休

みに計画しておりますが、小学校４年生から中学校２年生を対象に募集をか

けましたが、人数が集まらず開催できなかったということとなっております。

講師の方につきましては、各交流センターにおいて、講師の調整はしており

まして、この講座につきましては、筑波大学の御協力のもとで計画をしてお

りますが、こちらが中止となっておりまして、こういった形では、４講座ほ

どが中止となっております。 

［委員］ もったいないですね。 

［文化芸術課・地域交流支援係］ 

こちら、つくば市としてはジオパーク構想に力を入れておりますので、そ

ういった講座、他の交流センターでも推進協議会の御協力を得て開催してお

ります。こちらの方は順調に開催されたのですが、地域性なども多少あるの

ではないかと考えております。引き続き、こういった講座を開催することで、

いろいろ企画するようにしていきたいと考えております。 

［議長］ よろしいでしょうか。ほかにございませんでしょうか。 

［委員］ 

11 ページでございます。ふれあいプラザの管理の問題、悩ましい問題を抱

えていらっしゃいますね。利用料免除による利用の増加のため、利用者が増

加しても施設の収益に結びつかない状態となっている、と。前も民家園のと

ころ（市民研修センター）も、指定管理のところがどうも悩ましい問題を抱
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えているようですが、その辺のところちょっと説明していただいて、今後ど

うしたらよいのかを社会教育の視点から考えていかなければならないと考え

ます。よろしくお願いします。 

［文化芸術課・地域交流支援係］ 

ふれあいプラザの課題でございますが、こちらは条例に基づいて、利用料

金の免除規定等定めておりまして、年々利用者の方は順調に増加しておりま

す。やはり高齢化が進んでおりまして、特にフィットネスプールが 65 歳以上

は無料で御利用いただいているのですが，プールの方で利用者が非常に増え

ています。全体の収入の中で、利用料に減免が占める割合が非常に増えてい

るという状況で、全体としてもやはり指定管理者の方の収入が年々下がって

きているのは、非常に悩ましい問題であります。 

なお、当然高齢者の増加というのは年々増えていくと考えておりますので、

改めて自主講座等で若い方の利用者を増やす、施設についても若い方の利用

を増やしていきたいと指定管理者の方でもいろいろな計画を毎年立てており

ますが、減免が増えているのは、ちょっと大きいかなと思っており、すぐに

解決ができないような課題であると考えております。 

［委員］ わかりました。私も高齢者ですけれども。社会教育全体で若返らな

いといけないというような課題が出てきていると考えます。先ほどの件もそう

ですけれども。失礼しました。 

［議長］ よろしいでしょうか。他にございませんでしょうか。 

〈質疑応答・スポーツ振興課〉 

［議長］ それでは続いて、スポーツ振興課の関係についてです。御質問・御意

見ございませんでしょうか。 

［委員］ 

13 ページの健康マラソンの事業の課題のところですが、定員を大幅に超え

る申込があるということで、本当に人気があってすばらしいと思うのですが、
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この辺で開催方法等を検討し、とありますが、どのように検討する方向でい

るのかを教えていただきたいのと、14 ページのスポーツ教室をいろいろと企

画されているという話だったと思うのですが。 

来年国体がありまして、障害者スポーツもゆめ大会として一緒に開催され

るのですが、やはり障害者と障害者スポーツというものをもうちょっとつく

ば市としても力を入れて広めていくことも考えてはどうかと考えておりま

す。 

特別支援学校がつくば市にはありますが、他の自治体ですと、特別支援学

校の体育館を使わせてもらって障害者スポーツを地域の方と一緒にやれるよ

うなそういう場をつくばみらい市などはやっていたりするというのですが、

つくば市の特別支援学校はなかなか貸してもらえないという話を聞いたこと

がありまして。県の施設なので、連携がいろいろと難しいと思うのですが、

つくばみらい市ではされていることなので、不可能ではないと思うのですが、

そういうことをもう少し地域に開かれた、障害者も市民の一人ですからみな

さんとふれあう場、環境をもっとつくったらどうかと感じました。 

先日私も「ムスビフェスタ」という障害者の方のファッションショーの企

画に教育局でも協賛されていると思うのですが、参加させていただいて、や

はり自分自身も障害者の方とふれあう機会はなかなか少なくて、子どもたち

もそういう機会に触れる子は少ないのかと感じて。スポーツとか、ダンスだ

とか、障害者の子どもたちすごくダンスが上手で、歌も上手で、本当に私も

楽しくなってしまって本当によい企画だなと思ったのですが。スポーツなど

をとおして、ふれあう機会をもっと、つくったらと思うので、そういう企画

なども考えているのか、増やしていくことを考えているのかお聞かせくださ

い。 

［スポーツ振興課長補佐］ 

まず、13 ページ、健康マラソンの事業の課題ですが、これちょっと紛らわ



様式第１号 

 - 43 - 

しいのですが、定員を大幅に超えるお申込みがあるのは、事前イベントのラ

ンニングクリニックについてであると記載しております。 

ランニングクリニックにつきましては、今まではゼビオさんに協力をいた

だきまして２回開催していたのですが、今年度からはそれに加えて、第一生

命さんにも協力いただいて、開催数を増やすような考えを持っております。 

続きまして、14 ページにつきまして、スポーツ振興課においても、障害者

スポーツの推進というのは、これからどんどんやって行こうと思うのですが、

現時点でも、例えば障害福祉課において「おひさまサンサン生き生きまつり」

や社会福祉協議会などにおいて「みんなで Do スポーツ」など、スポーツ振興

課以外にも実施しております。 

また、スポーツ教室においても、今年度は、パラスポーツの体験会を７月

に実施しまして、スポーツ振興課としましては、車いすバスケットボールを

担当したのですが、国体推進課等とも連携しまして、様々な障害者スポーツ

のイベントを実施いたしました。 

先ほどおっしゃった県の体育館を借りるようにという、はじめちょっと聞

き取れなかったのですが、もう一度お願いいたします。 

［委員］ 

 特別支援学校です。県の特別支援学校の体育館なんかも利用させていただ

いて、そこの学生たちと、一緒にスポーツを楽しむような、教室なんかも一

緒にやれたりすることはできないのかなという提案です。 

［スポーツ振興課長補佐］ 

 今ですね、まだそこまで会場を借りるとか、そういった話は具体的にして

おりませんが、そういった障害者が学んでいる学校ということで、今後なに

かしらの連携をとりながら進めていくという考えは必要だと考えておりま

す。 
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［議長］ よろしいですか。 

［委員］ はい。 

［議長］ 他に。どうぞ。 

［委員］ 

只今のご質問についての情報と提案です。 

筑波技術大学、聴覚・視覚障害の大学の先生方が障害者スポーツ指導員と

いう立場で年１回障がい者スポーツ体験会を筑波技術大の体育館でボッチャ

やブラインド卓球等を、校舎の外壁ではロッククライミングを実施していま

す。 

実施日程や健常者の参加が可能かどうかを確認して一緒に体験会をやって

みてはどうでしょうか。 

［スポーツ振興課長補佐］ 

つくば市には様々そういった大学とかまた技術大学もありますので、そう

いったところと、なかなか専門的な分野で分からないところもありますので、

連携しながら進めていくというのは非常に重要なことと考えておりますの

で、ありがとうございます。 

［議長］ 

他にございませんでしょうか。よろしいでしょうか。一応、今まで主要事

業の概要ということで、各課からそれぞれ御説明いただきました。また、熱

心に御質問、御要望をいただきましてありがとうございます。これ以上御意

見等あるいは質問がないようでしたら、これで終わりますが、いかがでしょ

うか。 

〈（２）その他〉 

［議長］事務局からは何かありますか。 

（事務局より社会教育委員の研修についての案内） 
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［委員］委員から何かありますか。 

［委員］ この内容では直接ないのですが、いろいろな事業をやっておられる

のですが、社会教育委員の立場で事業は参加できるのでしょうか。 

［事務局］ もちろん参加可能です。逆に御案内していないのが問題であろう

かと思いますので、情報を発信していきたいと思いますので、その際には是非

参加していただければと思います。 

［委員］ 全然やっていることが分からないのです。 

［議長］ 

 はっきり申し上げますが、私もいろいろな会議に出席するのですが、こち

らの会議に出られる委員の皆様は、非常に経験豊富、知識がございますので、

いろいろな多角的なお話も出てくるものですから、事務局の方々も大変かと

思いますけれども、誠心誠意、お答えいただきながら。そして、正直申し上げ

ましてね、どうしても質問に対して即答できないこともあるのですね。また、

次回なり、あるいは次回でなくて文書に、調べて返答するような形をとりな

がら、議事進行については御協力いただきたいところです。皆さん熱心に質

問されたり、御意見いただいたことで非常にありがたく思っております。 

私なんかは計り知れないほど皆さんすばらしい経験をお持ちの方ばかりで

すので、議長を務めながら恐縮しておりますけれども。いずれにしましても、

皆さん方と有意義な時間で。決して執行部の方から何時までに終わらせてく

ださいとは言われておりません。フリータイムでございますけども、でも、

常識的な範囲というのもございますので、きちんと納めるところは納めるべ

きであると思います。もしも何もないようでしたら、以上で役割を終わらせ

ていただきたいと思います。ありがとうございました。 

（一同拍手し終了する。） 
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千円

今年度の目標 　家庭教育学級参加者数：20,500人

事業の課題
　家庭教育学級の運営に際し、助言・指導を行っているが、
趣味や交流に偏りがちな講座が見受けられる。

事 業 名 家庭教育支援事業

予 算 額 27,017

目的・概要

　家庭教育の推進のために社会教育指導員を配置し、幼稚園
や小・中学校での家庭教育学級において、親としての資質の
向上を図るための事業を実施する。また、乳幼児期の家庭教
育の充実のため、乳幼児家庭教育学級を市内10か所に設け、
運営をしている。
　家庭教育講演会を開催し、学級の枠を超えた学習機会を設
ける。
　小中学校の就学時健診や入学説明会において家庭教育セミ
ナーを開催し、家庭教育に関する学習機会の拡充を図る。
　また、本年度は早寝早起き朝ごはん推進校事業に豊里中学
校が受託しており、保護者や生徒対象の講演会等を開催し、
基本的生活習慣の定着を図る。

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 生涯学習推進課 係 社会教育係



千円

今年度の目標
応募者数12団体
（参考：平成30年度実績　24団体）

事業の課題

　目標を上回る応募があるが、それに見合った審査体制が十
分に整っていないため、応募数の多い他市町村の事例を参考
にしながら、新たな審査体制を構築する必要がある。
　他部署で実施している事業との連携、及び効率的な周知方
法について検討する必要がある。

事 業 名 花と緑の環境美化コンクール

予 算 額 286

目的・概要

　市民の環境に対する意識を高めるため、「チャレンジいば
らき県民運動」（旧：大好きいばらき県民会議）の主催する
花と緑の環境美化コンクール参加団体を学校、地域、職場な
どから募集し、市から県民運動に花壇を推薦する。

○募集期間：６月上旬～７月２日

　今年度は応募総数24団体のうち、フラワーロードの部１団
体、団体の部２団体、学校の部３団体、計６団体を「チャレ
ンジいばらき県民運動」の中央審査に推薦。
（平成28年度は、つくば市森の里自治会が「大好きいばらき
県民会議理事長賞」を、つくば市立茎崎中学校が「茨城県造
園建設業協会長賞」を受賞した。）

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 生涯学習推進課 係 社会教育係



千円

今年度の目標

市民研修センター利用者数　35,000人（昨年度36,662人）
さくら民家園利用者数　7,000人（昨年度6,522人）

指定管理施設では各種講座、イベント等を実施

事業の課題

　施設の老朽化により修繕箇所が増加している。また、利用
料免除による利用の増加のため、利用者が増加しても施設の
収入に結びつかない状態となっている。
　さくら民家園は、施設の定期的なメンテナンスが必要とな
るが、特に茅葺屋根については、全面葺き替えは建築基準法
の規制のがあり、現状では実施できないため、部分的な差茅
修繕での対応を行いつつ、今後の維持について検討が必要と
なる。

事 業 名 生涯学習施設管理

予 算 額 27,959

目的・概要

　生涯学習社会の実現に寄与するためつくば市市民研修セン
ター（北条）の指定管理を行う。また、郷土に対する理解、
伝統文化の継承などを目的として、古民家を有するさくら民
家園（中央公園）の維持管理を行う。
　市民研修センターにおいては、利用団体合同発表会、夏休
み子どもイベントなど多種多様なイベントを実施。さくら民
家園においては、２～３月にかけてひな飾りを展示する。

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 生涯学習推進課 係 社会教育係



千円

今年度の目標

あいさつ・声かけ運動実施数：120回
青少年の健全育成に協力する店舗数（累計）：450件
中学生・高校生自身がやりたいこと、興味があること、実現
たいことを企画募集し、企画実現に向けて活動することで、
自己肯定感を育み、社会力の育成につなげる。

事業の課題
　青少年への声かけや社会環境浄化活動をはじめとする諸活
動をさらに効果的に行うために、研修を実施する。

事 業 名 青少年育成事業

予 算 額 8,122

目的・概要

○74人のつくば市青少年相談員が中心となり青少年の非行防
止や青少年健全育成のための事業を展開する。
・青少年の健全育成に協力する店登録活動（11月～12月実
施）
・学校訪問（６月～７月実施）
　市内小・中学校及び高校を訪問
・あいさつ・声かけ運動（通年）
　市内小・中学校及び高校において実施
・青少年健全育成の啓発活動
　薬物防止ヤング街頭キャンペーンへの参加
○青少年を中心とした地域交流・多世代間交流の実施や、青
少年の場所を提供する。
・青少年の居場所の開設
・「この指とーまれ」企画・実施
○青少年の健全育成を展開する団体に対し補助金を交付す
る。
・補助金交付
　つくば市子ども会育成連合会
　青少年を育てるつくば市民の会
　つくば市子ども体験事業補助金

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 生涯学習推進課 係 青少年教育係



千円

今年度の目標
　多くの参加者を受け入れられるよう対象者を拡充する。
科学技術に造詣が深い市民を講師やボランティアとして活用
し、市民協働による生涯学習の推進を図る。

事業の課題

　夏休み期間を利用して実施するため、熱中症対策、雨天時
等の対策が必要である。また、３コースで実施したが申込数
はどのコースでも多く抽選となってしまったので、参加日の
枠を午前・午後に拡げたりなどの調整が必要。

事 業 名 つくばサイエンスラボ事業

予 算 額 1,103

目的・概要

　つくば市の地域特性である科学と自然を活かした体験活動
を通じて、子どもたちに自然と科学に親しんでもらうことを
目的として開催する。
期日：７月31日(火)、８月４日(土）、８月９日（木）
対象：つくば市の小学４年生から９年生
協力団体：つくば工科高等学校、東京大学先端科学技術研究
センター、六斗わくわく農園、JAXA

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 生涯学習推進課 係 青少年教育係



千円

今年度の目標 参加者数：1,500人

事業の課題

・式典を円滑に進行すること。
・昨年、県内最多の成人者数となり、今後の開催場所の検討
が必要となる。
・成人年齢引下げ等を見据え、必要な情報を収集し、企画・
実施に向けた開催について検討する必要がある。

事 業 名 つくば市成人の集い事業

予 算 額 4,338

目的・概要

　次世代のつくば市を担う新成人の門出を祝う成人の集いを
開催する。
　市内中学校からの推薦による実行委員会を組織し、企画・
運営など主体的に取り組む。
○主　催　つくば市・つくば市成人の集い実行委員会
○期　日　平成31年１月13日（日）
○会　場　つくばカピオ アリーナ
○該当者　平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれの方
約3,000人

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 生涯学習推進課 係 青少年教育係



千円

今年度の目標

・学校訪問ブックトーク事業の推進
・読書推進事業の実施
・図書館事業の積極的なPR
・自動車図書館運行事業の充実
・図書返却事業の充実
・学校図書館支援事業の推進
・これからの図書館のあり方についての検討

事業の課題

　「市民に愛される図書館を作るための多世代多分野の代表
からなるプロジェクトを開始する」という市長公約に基き、
図書館懇話会を開催し、これからのつくば市立図書館のあり
方について検討していく中で、クレオ跡地の利活用の方向性
により大きな影響を受ける可能性がある。

事 業 名 図書館運営に要する事業

予 算 額 63,072

目的・概要

　図書館資料の充実を図り、読書や調べ学習など市民の様々な要望
に応えるべく積極的に生涯学習を支援する。

１各種図書館事業
　・職場体験
      ８年生を対象とした事業
　・ジュニア図書館員
　　　４、５、６年生を対象とした事業
　・学校訪問ブックトーク
      小中学校、義務教育学校を訪問し、本を紹介する事業
　・インターンシップの受入
      図書館勤務を志す大学生を対象とした事業
　・ファーストブック講座
      子育てに絵本を活用するきっかけをつくる事業
　・図書リサイクル
      不用になった図書を市内公共施設や市民に還元する事業
  ・広報活動
　　　公園通りの図書館通信「ヨモッカ」7、000部（年2回）
　　及び「こどもヨモッカ」7、000部（年2回）の発行
　・ワークショップ「図書館マスターになろう」
　　　図書館振興財団主催「図書館を使った調べる学習のサポー
　　ト」プログラムに基づくワークショップ
2 図書館協議会、図書館ボランティア活動
3 図書備品
　図書資料、視聴覚資料等の選定及び購入

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 中央図書館 係
管理係
サービス係



千円

事業の課題

平成27年度からオンライン４交流センター図書室運営業務委託を
図書館が行い、新しい図書資料を増やしてきた。引き続き、市民が
サービスの向上を享受できるよう各交流センター図書室の蔵書の充
実を図っていく。

また、地域の特色を生かした資料の整備と、委託職員との連携を
図りサービスの向上を目指す。

平成30年度で３年間の運営業務委託契約期間が終了するので、現
在の委託業務について検証した上で、平成31年度以降の運営業務の
委託内容に反映させる必要がある。

34,430

目的・概要

オンライン化されている地域交流センター図書室の業務運
営を中央図書館から委託することにより、中央図書館と４か
所（谷田部・筑波・小野川・茎崎）の交流センター図書室と
の連携強化を図り、円滑な運営と市域全体の図書館サービス
の向上に資する。

・４交流センター図書室の雑誌・新聞等の購入
・４交流センター図書室運営業務委託
・４交流センター図書室図書備品購入

今年度の目標
中央図書館とオンライン化されている４交流センター図書

室の円滑な運営と地域図書館的役割の充実を図る。

事 業 名 オンライン地域交流センター図書室運営に要する事業

予 算 額

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 係中央図書館 管理係



千円

事業の課題
　参加者の半数以上が60歳以上の高齢者である。いかに若い
世代の参加者を増加させるかが今後の課題となっている。

11,129

目的・概要

　文化芸術活動を行っている市民に対し、成果発表の場を提供するとと
もに、創作意欲の向上と世代間の交流促進を目的としている。

○開催期間
11月３日（土）～４日（日）
※茎崎会場のみ10月28日（日）～４日（日）

○会場
筑波会場：筑波交流センター、市民ホールつくばね
大穂会場：大穂交流センター、吉沼交流センター、大穂体育館
豊里会場：豊里交流センター、市民ホールとよさと、豊里体育館
谷田部会場：谷田部総合体育館、市民ホールやたべ
桜会場：桜総合体育館
茎崎会場：茎崎交流センター、市民ホールくきざき
中央会場：つくばカピオ、ノバホール、吾妻交流センター、さくら民家
園

○開催部門
【展示部門】絵画・書道・華道・俳句・写真・陶芸・盆栽　など
【芸能部門】民謡・舞踊・器楽・コーラス・ダンス　など
【そ の 他】お茶会・囲碁・将棋・そば打ち　など
【ノバホール音楽会】　声楽・器楽
【小中学校芸術展】　市内の公立小中学校の推薦作品の展示

今年度の目標
　各会場での体験教室を増やし、20～30代の子育て世帯の参
加を促進する。

事 業 名 つくば市民文化祭

予 算 額

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 係文化芸術課 文化振興係



千円

今年度の目標
ふれあいプラザ利用者数　75,000人（昨年度71,672人）
平成30年度は約450講座を開講予定

事業の課題

　築後10年以上が経過し、建物・設備とも経年劣化による修
繕箇所が増えている。
　また、利用料免除による利用の増加により、利用者が増加
しても施設の収入に結びつかない状態となっている。

事 業 名 生涯学習施設(ふれあいプラザ)管理

予 算 額 64,654

目的・概要

　豊かな生涯学習社会の実現に寄与するため、指定管理者制
度によるつくば市ふれあいプラザの維持管理を行う。
　また、生涯学習の幅広いニーズに対応するため、利用者の
要請に即した自主事業の開催やイベントを実施する。

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 文化芸術課 係 地域交流支援係



千円

今年度の目標
受講者数12,350名
　（昨年度は142講座実施し，延受講者数8,230名）

事業の課題

　夜間や土日祝日に開講する講座数が前年度より減少してい
る。また、子供向けの講座等で受講者が集まらず，開催見送
りとなった講座がいくつか発生しており、アンケートにより
利用者の多様なニーズを把握し、講座内容の充実を図ってい
く必要がある。

事 業 名 地域交流センター講座

予 算 額 6,637

目的・概要

　市民に学習機会を提供し、生涯学習社会の実現に寄与する
ため、市内17交流センターで自主企画の講座を開講し、５月
(前期講座)と９月(後期講座)に受講生を募集する。
  前期講座は、63講座，定員1,126名で５月に募集し開講中。
後期講座は、62講座、定員1,116名で９月に募集する予定。
  講座の内容は、高齢者・小学生・親子・女性・男性向けな
ど多岐にわたり企画。土日、夜間の講座も開講。
　また、つくば市消費生活センターや消防署など他部署によ
る普及促進講座も開講。

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 文化芸術課 係 地域交流支援係



千円

事業の課題

（スポーツ推進委員）
  スポーツ推進委員として更なる資質の向上、活動の促進を
図る。

7,936

目的・概要

（スポーツ推進委員）
・市が開催するイベント等において企画、助言、協力をし、また市民に
対し実技指導を行う等、つくば市のスポーツ振興に寄与する。
・市主催事業（つくば学園ウオークラリー大会、つくばマラソン、つく
ば健康マラソン等）において係員として協力する。
・県南スポーツ推進委員協議会研修会、関東スポーツ推進委員協議会研
究大会等に参加する。
（スポーツ推進審議会委員）
・審議会において、つくば市スポーツ推進計画の進行管理の実施状況と
スポーツ事業の概要について、報告し、審議いただくと共に、スポーツ
推進に関する施策について、委員の意見等を各種施策に反映させる。
・つくば市スポーツ推進計画の中間見直しを行うため、スポーツ推進審
議会において、計画素案を審議し、答申していただく。

今年度の目標

（スポーツ推進委員）
  市が開催するイベント等において、協力や参加をするス
ポーツ推進委員数：300名

（スポーツ推進審議会委員）
  スポーツ推進審議会開催数：6回

事 業 名 スポーツ推進委員・スポーツ推進審議会委員

予 算 額

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 係スポーツ振興課 スポーツ振興係



千円

今年度の目標

（つくばマラソン)
　「マラソンを科学する」というコンセプトを掲げ、スタートや給食を
「科学する」ことで記録や完走率を向上させる。また、応援団体の公募
や団体への直接依頼等により、沿道応援の活性化を図る。

（健康マラソン）
　協力企業・協賛企業を増やし、ランナーサービスの向上を図るととも
に、大会を発展させる。市長公約「ランナーに愛されるまちの実現」の
取組として、ランニングクリニックや教室を充実させる。

事業の課題

（つくばマラソン）
　交通規制について、市外の方を迂回させるケースも多いため、市外へ
の周知方法の追加や、交通規制看板設置計画の修正をする必要がある。

（健康マラソン）
　事前イベントのランニングクリニックについて、定員を大幅に超える
申し込みがあるため、開催方法等を検討し、より多くの方が参加できる
環境を整える。

事 業 名 スポーツ大会開催

予 算 額
25,081

（内つくばマラソン負担金15,000）

目的・概要

（つくばマラソン）
　市民のスポーツへの意識高揚を図るとともに、つくば市及び全国のラ
ンナーの技術向上と交流の場提供のため。
つくば市、筑波大学、茨城陸上競技協会及び読売新聞社が主催し、筑波
大学陸上競技場・多目的グラウンドを中心会場とした日本陸上競技連盟
公認コースにおいて、42.195Ｋｍの部、10Ｋｍの部を開催する。

（健康マラソン）
　小学生から高齢者にいたるまで、だれもが気楽に参加できるマラソン
大会を開催することにより、生涯スポーツとしてのランニングの普及と
健康づくりの促進を図る。研究学園駅前公園を中心会場とし、２・３・
５Kmの部を開催する。

　その他、学園ウォークラリー大会、スポーツフェスティバル等を開催
する。

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 スポーツ振興課 係
スポーツ・レクリエーショ
ン係



千円

事業の課題
　参加者も含めた市民の意見を参考に、より多くの市民がス
ポーツを始めるきっかけづくりとなる教室を取り入れてい
く。

6,542

目的・概要

（目的）
　スポーツ教室を開催することにより、市民スポーツ振興の
啓発、市民同士が交流できる環境の提供及び市民の健康づく
りを図る。

（概要）
　市民を対象に、市報・つくば市HP・facebook等で募集を行
い教室を開催する。

今年度の目標
　様々な種類のスポーツ教室を広く開催し、より多くの市民
がスポーツに触れる機会を提供する。

事 業 名 スポーツ教室開催

予 算 額

平 成 30 年 度 主 要 事 業 の 概 要

事　業　概　要

担 当 課 係スポーツ振興課 スポーツ・レクリエーション係
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会 議 録 

会議の名称 第２回つくば市社会教育委員会議 

開催日時 平成 31 年３月 26 日（火） 開会９：30  閉会 11：20 

開催場所 つくば市役所４階 会議室 401 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

 

出 

席 
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委員 

 

 

飯田 浩之、伊藤 達也、髙田 正澄、布浦 真代、 

本川 軍治、飯岡 宏之、鈴木 礼子、髙野 佳明、 

鈴木もえみ、山中 真弓、谷村 安子 

事務局 

 

 

 

教育局 

門脇教育長 中山教育局次長 伊藤生涯学習推進課長 

塚田参事（主任社会教育主事） 美野本課長補佐兼係長 

佐藤係長 色川係長 尾野主事 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数    ０人 

非公開の場合は 

その理由 

 

 

議題 

 

(1)組織改編初年度の生涯学習推進課における取組みの報告 

(2)成年年齢引下げ(現行 20 歳から 18 歳)に伴う 

「つくば市成人の集い」の意見交換 

会議録署名人  確定年月日 平成  年  月  日 
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議
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第 

 

 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

４ その他 

５ 閉会 
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１ 開会 

２ あいさつ 

〈あいさつ〉 

［司会（事務局）］ 

それでは開会にあたりまして、伊藤議長より御挨拶頂きたいと思います。 

［議長］ （伊藤議長・挨拶） 

［司会］ ありがとうございました。それでは、門脇教育長より御挨拶頂きた

いと思います。 

［教育長］ （門脇教育長・挨拶） 

 

［司会］ ありがとうございました。それでは、つくば市社会教育委員会議運

営規則第７条の規定によりまして「会議は、在籍委員の過半数が出席しなけ

ればこれを開くことができない」と定めておりますので、事務局から報告さ

せていただきます。 

［事務局］ 本日の出席委員は 11 名で、全委員数は 16 名ですので、委員の過

半数が出席しておりますことを御報告いたします。 

［司会］ 過半数の出席が確認されたので、会議の成立を宣言させていただき

ます。つくば市社会教育委員会議運営規則第４条第１項の規定に基づきまし

て議長は会議を主宰することになっておりますので、伊藤議長お願いいたし

ます。 
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３ 議事 

〈（１）組織改編初年度の生涯学習推進課における取組みの報告〉 

［議長］ 

それでは、早速協議に入ります。 

まず、第１番目の組織改編初年度の生涯学習推進課における政策の取組に

ついて報告ということで、事務局からお願いいたします。 

［生涯学習推進課長］ 

本年度（４月）、（生涯学習・社会教育部門が）教育局に移りまして１年が

経ちました。この１年間、本来ですと事業報告というのは全体の事業を一つ

一つ行うことになっておりますが、当課での１年間の実績を報告いたします。 

改めて、各事業評価等に関しましては、次年度の会議に送らせていただい

て、しっかり各課を呼びまして報告をさせていただきたいと思っております。 

それでは、課の取組を報告いたします。 

［生涯学習推進課長補佐兼生涯学習推進係長］ 

私の方からは、生涯学習推進係の事業概要ということで報告をさせていた

だきます。主な内容の中に生涯学習審議会の設置がございます。平成 30 年度

は８月に２年間の任期で 20 名の委員を選任しましたが、そのうち６名は一般

の市民の方から公募しまして選任させていただきました。この生涯学習審議

会につきましては、平成 30 年度は８月と 11 月に開催し、主な事業の進捗状

況の報告、平成 33 年度（2021 年度）からの新しい基本計画の策定に向けて、

平成 31 年度からは市民アンケートをとりはじめようと思っており、その準備

のための御意見を聞かせていただきました。平成 31 年度もその策定に向け

て、委員の方の意見を伺いながら進めていきたいと考えております。 

あと、主な事業として、行政と市民協働による生涯学習の推進についても

推進していこうと考えておりまして、「人間学講座」というものを、平成７年

から 23 年間続けて開催しております。市民の実行委員と協働して市民の方々
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の興味のあるようなテーマをその都度選びまして、開催しております。平成

30 年度は、資料に書いておりますように４回開催しました。経済、農業、健

康、そして２月には市長の市政についての話もありまして、100 名ほどの会場

なのですが、それこそあふれるほど、100 名以上の方がお集まりになってお断

りをするような回もございました。市民の協働の観点からもこれからも続け

ていきたいと思っております。生涯学習推進係からは以上です。 

［生涯学習推進課・青少年教育係長］ 

それでは、青少年教育係より説明させていただきます。 

８月の社会教育委員会議では、青少年健全育成事業・成人の集い・サイエ

ンスラボ事業について説明させていただきましたが、今回は冒頭にもありま

したとおり、主な事業を説明させていただきます。 

青少年健全育成事業の中で、青少年の居場所ですが、平成 25 年度から市内

の地域交流センター７館で、健全育成に資することを目的としまして実施し

ておりました。しかし昨年度から、これまでの課題を検討して、平成 30 年度

からは新たな取組として、以下のとおり展開いたしました。 

まず、「この指とーまれ！事業」では、今まで中学生の学習に関する場所の

提供に偏重していたことから、青少年を中心とした地域交流・多世代間交流

事業、青少年の自主活動支援の観点から今年度実施いたしました。 

流れとしましては、まず、市内中学校・義務教育学校・高等学校生徒へ自主

的な活動の実施と中・高生の意識把握のために、夏季休業前に学校を通して

企画についてのアンケートを実施しました。次に、応募生徒から意見を聴取

し、活動内容を検討し、実施したところです。 

応募した中高生と、活動拠点となる交流センターにおいて、応募生徒と青

少年教育係と社会教育指導員の中で青少年教育班の班員で内容を検討しまし

た。実施にあたり筑波大学、筑波学院大学、市国際交流協会、活動場所近隣の

小中学校・義務教育学校の児童生徒への募集案内を配布しました。写真は実
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際に実施した様子です。 

次に、サイエンスラボ事業についてです。これまでは、サイエンスラボ事

業についてはＴＸ沿線と市内の小中学生を対象としておりましたが、平成 30

年度からは、市内の小中学生を対象に、本市の地域資源である最先端科学、

自然を活用し、体験活動を通して科学・自然への意識啓発を目的に実施しま

した。今年度は、市内小中学生、４年生から９年生までを対象としました。 

また、本市教育長が掲げる「社会力」を育成する上で、大人と子供の協働が

重要であることから、本市青少年相談員、青少年を育てるつくば市民の会の

活動支援の協力を得て実施しました。 

平成 30 年度は、つくば工科高等学校ロボット工学科のロボットを操作して

ロボットの仕組みや作るための考え方を学び、また、東京大学先端科学技術

研究センターよりカイコガのしくみについての講座を開いて実施しておりま

す。 

以上で説明を終わります。 

［生涯学習推進課・社会教育係長］ 

続けて、社会教育係から説明いたします。 

私どもの係で、家庭教育推進事業として、家庭教育について県の家庭教育

を支援するための条例、「就学前教育・家庭教育推進ビジョン」を受け、家庭

教育学級を市立幼・小・中・義務教育学校等において家庭の教育力向上に資

する保護者の学習機会の充実をめざして実施しております。 

家庭教育講演会として、家庭教育学級とは別の学習機会として、市全体を

対象に就学前期から思春期までの発達段階に応じたテーマを設定し保護者自

身の学習機会として実施してきました。今年度は３回実施しておりまして、

今回資料に挙げさせていただきました第２回家庭教育講演会では、保護者の

学習機会と併せて社会教育の最終的な目標である「地域づくり」に照らして、

区会関係者、市青少年相談員及び青少年を育てるつくば市民の会、子育て支
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援団体等の地域の関係団体の研修機会としても実施いたしました。 

地域の住民が、子育てをしている保護者の実態を知り、地域でどのような

形で子育てに関わることが望ましいかを考える機会となりました。 

［議長］ 

ありがとうございました。 

事務局から報告がありましたが、生涯学習推進係、青少年教育係及び社会

教育係、それぞれの説明がありましたが、報告ではありますが、質問や意見

がありましたらどうぞ。 

［委員］ 

はい。次回に詳細な報告ということですので、是非ですね、単なる参加人

数だけではなく、参加された方がどう社会教育に関わっておられるかという

ところをフォローしていくのは大変だと思いますけど、そういった方向性も、

今年度に限らず、もっと先の視点をとらえて、検討していただければと思い

ます。 

これから、社会教育ですが、ここに紹介していただいたのが全てではない

と思いますので、特に今の時代、障害者が生涯学習に関われるような取組も

必要かと思います。 

［議長］ありがとうございました。よろしいですか。 

［委員］ 

家庭教育学級のことなのですが、PTA の立場からお話しさせていただきま

すと、今年度、鈴木もえみさんと生涯学習推進課さんに御尽力いただきまし

て中学校の家庭教育学級を十数年ぶりに再開したのですが、これ、他の PTA の

役員の方に聞きますと、家庭教育学級をやることに非常に負担が大きいとい

うことがあって、もともと PTA の役員をやる方が少ない中で、別枠をやると

いうのは大変だと。内容も今までやっていたものをそのままおさらいしただ

けというものでしたが、今回やらせていただいたのは、学校全体で保護者に
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向けて講演をしていただいたのですが、子供たちも一緒に参加するような形

にし、役員も PTA 役員から代表を出して、大分簡素化するような形でやらせ

ていただいたんですね。 

PTA のなかに、女性ネットワーク委員会という組織を設けているのですが、

それは、県や県南とか県西とかの地区 PTA 連合会、市町村の PTA 連合会、各

学校の単位 PTA とある中で、その中で委員が２名ほどおりまして、ほぼ重複

している部分があるのですが、報告する場がないのですね。保護者に対して。

家庭教育学級の場を使うなどして、連携してやれると、もう少し役員の負担

が減らせるし、すごく充実した内容で全員に周知できるということもあるの

で、県にも申出をしているのでが、つくば発でも検討していただければ充実

した形になると考えています。 

［議長］二人とも要望ということでございまして、他に御意見はございません

か。 

［委員］ 

青少年教育係の方に御質問させていただきます。今、幼児虐待も含めまし

て、青少年の子供たちの問題とか、居場所の問題、助けを求める声の問題と

かすごく気になることが多いのですが、（「この指とーまれ！事業」の流れ

の）①の中高生の意識把握のためのアンケートをされたということですが、

子供たちはどのようなことを、具体的に書いたことはあるのかということ、

どんな質問をされて子供たちの反応、アンケートの数、どういった家庭環境

の子供たちがこういった居場所を探しているのかというようなことを、何か

分かりましたら教えていただけますか。 

［青少年教育係長］ 

先ほど、委員から御質問いただきましたアンケートですが、中身としては、

ゴミ拾いをしたいとか、イラストを描いてみたいとか、筋トレ、ダイエット

をしてみたいとか、折り紙をしてみたいとか、あと、国際交流関係で外国人
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の方と国際交流を行いたいので茶道をしてみたいということが具体的にござ

いました。さくら民家園などで開催しました。集めた意見の数ですが、初め

てなので、全体では数は少なかったのですが、ただ筑波高校からは大分意見

をいただきました。よろしいでしょうか。 

［委員］ 

はい。できるだけ多くの子供たちが自由な発想で、何かをできるようなお

手伝いをこれからも是非お願いいたします。楽しみにしております。 

［青少年教育係長］ 

また、今別紙の『つくばの学び舎』を見ていただきますと、中面に「この指

とーまれ！」の記事を掲載しております。最後に中学生・高校生の参加され

た方たちに集まっていただき、交流会を行い、意見をいただきました。その

時の写真を掲載しておりますので、御覧ください。 

［議長］ 

はい。ありがとうございます。ほかにございますか。よろしければ、次の議

題に進みます。 
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〈（２）成年年齢引下げ(現行 20 歳から 18 歳)に伴う 

「つくば市成人の集い」の意見交換〉 

［議長］ 

成年年齢引下げ、現行 20 歳から 18 歳に伴う「つくば市成人の集い」の意

見交換についてお願いしますので、これから皆様方に、御説明いただきなが

ら、ご見識のあるところで、いろんな御意見を活発にいただきたいと思いま

す。事務局より説明願います。 

［生涯学習推進課長］ 

2022 年４月、先の話ではありますが、20 歳から 18 歳（に成年年齢引き下

げ）ということで民法が改正されます。18 歳に引き下げられますが、成人の

集いをどのような形でどのように開催するのが一番良いのかということで、

非常に苦慮しているところです。近隣市町村の様子を見ておりますと、まだ

まだ回答を出しているところは非常に少なく、土浦市では 20 歳で行うことを

市長が宣言したそうですが、それ以外はほとんど固まっていない状況です。 

ただ、当事者の方々は、着物を着るのにも２年前から予約をしてという状

況もあります。18 歳引下げがどうだろうか、いろいろ御意見があろうかと思

いますので、まずこちらは皆様の忌憚のない御意見をいろいろ挙げていただ

いて、その中で私たちの方でとりまとめをし、来年度にはある程度の方向を

作っていき、市長・教育長に回答させていただいて、その中で決定をしてい

きたいと考えております。 

御意見を聞かせていただく前に、国の方でもいろいろな調査を実施してお

りますので、担当の方から説明をさせていただきますので、それをお聞きい

ただいてから討論していただければと思います。 

［青少年教育係長］ 

資料２～３までの説明をいたします。主な論点、参加対象年齢について、

会場について、開催時期について、そしてその他と挙げさせていただきまし
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たが、その後に委員の皆様の御意見をうかがえればと思います。 

それでは、先ほど課長からも成年年齢引き下げについて説明がありました

が、法務省では成年年齢の引下げを見据えた環境整備に関する関係府省庁連

絡会議を行っております。このなかでも、成人式の時期やあり方に関する分

科会というのも設置されておりまして、検討されているようです。これまで

３回実施されておりまして、配布資料は別添でありますが、その説明をさせ

ていただきたいと思います。 

（資料 1-1：「民法の一部を改正する法律（成年年齢関係）」の説明） 

（資料 1-2：「成年年齢の引下げに伴う年齢要件の変更について」の説明） 

（資料 1-3：「成人式分科会ヒアリング有識者からの意見（一部抜粋）」の説明） 

 次に、資料 1-4 について説明します。こちらは、今年度（平成 30 年度）１

月 13 日につくば市の成人の集いを開催しました内容になります。１の趣旨、

２の経過ですが、今年も午前中に開催しまして、県内一の対象者数になりま

して、入場者数も 1,777 人でつくばカピオを会場として行ったのですが、ほ

ぼ満員の状況でした。 

今回運営体制について３点挙げております。１つ目は、開催時間中は周辺

道路を一部進入禁止としたことです。これは昨年度から今年度、大きく変え

た点です。２つ目は、受付で荷物検査を実施し、飲酒者の入場規制を行った

こと 

です。３つ目として、保護者の控え室を、別会場、ホールを設けて式典会場

の内の様子を映像配信させていただきました。 

 主催は、実行委員 51 名とつくば市・つくば市教育委員会とで一緒に運営を

行いました。 

効果としては、受付、警備体制、交通規制を強化実施したことで、円滑に式

典を執り行うことができました。また、参列された保護者から、メールをい

ただきまして「とても良いお式でした。心温まる成人式をありがとうござい
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ました。」とコメントをいただいて、ありがたく受け取っております。 

次に、資料 1-5 について説明いたします。こちらは、成人の集いのスケジ

ュールをまとめております。一番上の欄は 2019 年度の企画から運営までのプ

ランとなっております。おおむね７月頃から実行委員会を開催しまして、５

回実施して、実行委員の会議を重ねまして、当日に臨んでおります。その関

係上、下の欄にもありますが、４年後、2022 年度の４月１日には、18 歳が成

人と見なされますので、2022 年の大学２年生・大学１年生・高校３年生が成

人を迎えることになります。以上の内容を表にさせていただきました。 

成人の日についてですが、昭和 23 年に国民の祝日に関する法律ができまし

て、大人になったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を励ます日

として、昔の元服や裳着にかわるものとして設けられたものです。それらが

１月に行われることが多かったということから、当初は１月 15 日と規定され

まして、その後ハッピーマンデー化により現在は１月第２月曜日と規定され

ているという歴史的経緯があります。 

つくば市の成人の集いの目的は、次世代のつくば市を担う新成人の門出を

祝い、社会の一員としての自覚と責任感を育成するとともに、日頃学業など

でつくば市を離れている、新成人全体の交流の機会として開催しております。 

資料３についてですが、委員が都合により会議に出席できないということ

で、提案をいただいております。こちらを読ませていただきます。「本来は年

が明けてからの祝賀会かと思いますが、現行の時期は、受験や就活に影響が

あると考えられます。18 歳の場合、３月の第３土曜日か日曜日の実施はいか

がでしょうか。理由としては、卒業式が終わっている、大半の人は進路が決

定している、就職や進学の準備のため引っ越す事情を考慮する」とのことで

す。また、「移行する年の成人式実施日の御提案」としては、「３回実施にな

るが、20 歳は今までどおり１月実施、19 歳は２月実施、18 歳は３月実施」と

いうことでいただいております。理由としましては、「それぞれの年代で実
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施日を分けることは、各々が尊重されている実感が伝わる」こと、「大人の事

情で変更するのですから、しっかりと予算化する必要があり大人の責務」で

はないかという御意見を承っております。 

以上で説明を終わります。 

［議長］ 

ありがとうございました。事例も含めましていろいろ意見もあったようで

すし、参考になるとは思いますが、今日はたたき台ということで結論を出す

わけではありませんが、御意見をいただければと思います。最初の資料 No.2

の見出しのところで意見交換会ということで、まず最初に参加対象年齢につ

いて、次は会場について、次は開催時期について、そのほかとなっておりま

すが、順序立てて整理いただけるならば御意見いただきたいですが、変わっ

ても差し支えございませんので。一応、参加対象年齢というところから始め

ていきたいと思います。いかがでしょうか。 

［青少年教育係長］ 現状について報告いたします。 

［議長］ はいどうぞ。 

［青少年教育係長］ 

県の方にも問い合わせまして、現状どのようになっているかについて確認

しましたところ、土浦市が 20 歳で実施するということで表明されたというこ

とを聞いておりますが、他の市町村では出ていないことを確認しました。筑

西市などでは複数箇所で行っていると聞いております。 

［議長］ ということだそうです。いかがでしょうか。 

［委員］ 

この資料の中を見ても、式・式典という言葉とつくば市は「集い」という名

前をつけておりますが、つくば市の「集い」という言葉は、ずっと「集い」と

いうことで考えておりますでしょうか。つまり、どういう位置づけにあるの

かということなのですが。常総市なんかの場合ですと「集い」的な要素が強
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いですけど。それに対して、式典とすると、堅くて…… 

［生涯学習推進課長］ 

本来は、集いという形で、実施されていたと思います。実行委員が中心に

なって、式をやるだけではなく、みんなで話し合える場がほしいということ

で、何年か前までは立食パーティーをやり、みんなで、楽しく集って、同級生

も集まった会にしたいということで開かれて、アトラクションも行われた年

もありました。ここ数年、つくば市の状況が変わり式だけを実施して、後は

皆さんで、多少おしゃべりをしていただくという場になっています。どちら

にしていくかは、今後の課題かとは思いますが、成り立ちとしては「集い」と

いうところで、今後も進めていきたいと思います。 

［委員］ 

いろいろな問題が、対象年齢とか、会場という問題だけの話ではとどまら

ないのかなと。どういうことをやるのか、趣旨も含めて、そのような議論を

進めていいのか、いけないのか。やはりすべきではないのかという気はいた

しますけれども。 

［生涯学習推進課長］ はい。そう思います。 

［門脇教育長］ 

教育長として発言すると、皆様を拘束するのではないかと思い、控えてお

りましたけれども、とにかく私たちが考えないといけないものは、ほかの市

町村でどうするかとか、全国一斉にやらなければいけないとかと考えるので

はなく、このつくば市ではどうするのが望ましいか、ふさわしいかという形

で考えていただければありがたいです。ですから、どのような形でやるのか

ということについては、それぞれの自治体が独自で判断して良いのだと思い

ます。みなさまにもぜひつくば市ではこのようにした方が良いのではないか

ということで考えていただければありがたいと思っております。 

あと、自分のことを考えてみても、例えば高校生のときに「今日から大人
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ですよ」と「君たちは今日から大人なんだからしっかりしないと」といわれ

ても、大学受験を控えているしと、高校生という身分に拘束され、「大人だ

よ」「大人になれ」といわれても、「あぁそうですか」とはいいにくいのでは

ないのかという気もします。やはり、「今日から、大人ですよ」といわれて、

「そうだな」と自覚が持てるような時期の方がふさわしいのではないかと、

個人的には思っております。繰り返しになりますが、つくば市ではどうする

のか、というような視点でこれからの議論を進めていただければと思います。 

［委員］ 

これは、実際にこれから成人を迎える高校生とかに聞くということはしな

いのでしょうか。実際、やはりこの式典を迎える子供たちがどう考えるかと

いうところがすごく大事であると思いまして。 

［門脇教育長］ 

そのように聞いてみる必要があるのではないか、ということであれば、「そ

うしません」とはなかなか…… 

［委員］ 

そのなかで、一番、父兄として、高校生の意見に近いと思ったのは、PTA の

連合会の意見であったりとか、OB・OG の会の意見だったりとか、そのような

方の意見が、割と実感がこもっているのかと思っています。やはり受験期と

重なるという点は高校生にはかなり大きなことになるのかと思いまして、１

月、センター試験の直前になる時期だと思うのですが、そのように実施する

のは難しいのではないかと現実問題として感じます。 

あとは、時期をずらして受験の終わった後にやるという可能性もあるのか、

その辺は選択肢の中にあるのであれば、高校生の時期にやっても良いのでは

ないかと思うのですが、私自身が 20 歳の時に、私は参加できなかったのです

が、久しぶりに友達に会ったり、ちょっと違う環境にいった小学校の同級生

に会ったりする楽しみも一つあるので、実際に迎える高校生とかの意見を聞
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いてもらえるとよりいい形になるのではないかと思います。 

［議長］ ありがとうございます。どうぞ。 

［委員］ 

男の子と女の子の二人の母親で、二人ともつくば市で成人式を迎えました。

やはり 18 歳ですと大学受験、合格した子もいれば試験中の子もおり、また浪

人中の子もいて、非常に忙しい時期で、18 歳の高校卒業直後は、よく集まっ

ているんですね。ですから、やはり卒業して２年、いろいろな意味でそれぞ

れの道の方向が見えてきてから、落ち着いて会う、そして２年ぶりで「久し

ぶりだね」と会うのが本人たちも良かったのではないかと男の子と女の子の

二人の母親としては見ております。京都市子ども若者はぐくみ局の子ども若

者未来部長の意見は、私としては私と同意見であると思いました。 

先ほど、委員から「集い」という言葉についての意見がありましたが、言葉

は大事であると考えておりまして、「男女共同参画 ミンナの集い」という

のはとても柔らかく暖かい印象があります。「式典」というと、きちっとした

イメージになり、参加する方も「集い」と「式典」では参加する前の気持ちや

意気込みが違ってくると思います。「集い」というと少し柔らかい印象があ

ります。式典というときちっとした気持ちで参加しなければという印象が強

まるので、言葉の持つイメージ・印象が、あるかと思います。「式典」という

のと「集い」というのでは、耳で聞いた人も、参加する人も気持ちの持ちよう

が違ってくるかと思います。 

ですから、つくば市らしいものとすると、「集い」でもなく「式典」でもな

く、なにか新しい造語みたいなものがあれば、よりよいのではないかと思い

ます。 

そして、運営体制について（資料に）３点挙げられていますが、非常に良か

ったと思います。息子たちの時には、バイクの走行音が響く中で、自分の名

前の旗をつけた人たちが回っていて、「うわぁ」と思ったのですが、様々な意
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味で、予算もかかったかと思うのですが、がんばってくださったかと思いま

す。 

年齢について私は、母親としてそのように感じております。以上です。 

［議長］ ありがとうございます。どうぞ。 

［委員］ 

同じような意見になるかと思うのですが、まず、年齢をどちらにするかと

いうことについて、良く資料をまとめていただいて考えやすかったのですが、

20 歳のままで残されるものがまだまだたくさんあるのですね。18 歳まで引き

下げられたものと、まだ残っていることがあるということを考えますと、完

全に成人になりきっていない状態で成人式といわれるよりは、20 歳になって

全ての権利がというか、「あなたたちは成人ですよ」とはっきりとなった段

階で祝ってもらった方が、本人の自覚も深まるのではないかと思います。18

歳で無理に、子供たち、本人たちにとって非常に迷惑なデメリットな項目が

たくさんある中で、ここであえて３月とか時期を変えると、大人のサイドか

ら考えると「とても忙しい年度切り替えの時期に成人式をやっている場合じ

ゃないよ」という本音が出てくるかもしれないし、そういう無理をするより

は、きちんと「成人です」「晴れて成人です」という時期に、20 歳に実施し

た方がお互いに意味を感じられるのではないかと思います。年齢だけに関し

てはそのように思っております。 

［議長］ どうぞ。 

［委員］ 

時期等については、この資料を読ませていただいて、熟慮に熟慮を重ねて

から、私は意見を次回に言わせていただきたいと思います。 

ただ、資料４の運営体制の３つにつきましては、本当に今までの反省点の

上に新しい体制になったということで、とても私も、感動といいますか、新

しいことを実行に移した運営体制については、本当にお疲れ様です。前向き
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な御意見だったというように、感じております。組織を変化することはなか

なか難しいと思います。今までの反省点を踏まえ、３歩、もっと前進してい

るのではないかと思います。以上です。 

［議長］ ありがとうございます。どうぞ。 

［委員］ 

年齢ということでいいますと、18 歳から 20 歳までの人生経験は非常に大

きいような気がします。高校を卒業してそれぞれの進路に進んで、ある意味

では、卒業して実社会を体験するということがあると思うのですが、それが

あって初めて成人になっていくようなプロセスのような気がします。 

ただ、法律的に成人年齢が引き下げられたから、そこ成人にするというこ

とではなくて、人生において成人をするということを考えますと、法律にあ

わせるというという考え方ではなく、人生を踏まえ、成人するということが

どいうことなのだろうかという考え方にたつと、その１～２年の体験の差は

私は大事であると考えます。以上です。 

［議長］ ほかにはございませんか。 

［委員］ 

みなさまがおっしゃっている意見を私も納得しています。ですから、私と

しては 20 歳ということと、これは今委員もおっしゃいましたが、参加する本

人も自覚できる、「大人になってきたのだな」とそのような時期であると思

いますので 20 歳ということで提案させていただきます。 

［委員］ 会場についてよろしいでしょうか。 

［議長］ どうぞ。 

［委員］ 

会場についてお伺いしたいのですが、つくばでアリーナができるという噂

をずっと聞いていたのですが、あれはどうなったのでしょうか。聞いて良い

のか分からないのですが……。 
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［門脇教育長］ 

あれは、筑波大学が計画していることですね。 

［委員］ 

そうなのですね。アリーナが完成すれば人数も多く収容できますし、お借

りしてできればと思ったのですが、なしなのですね。会場がいっぱいだとい

うことと、私も子供たちが見られなくて外で待っていたので、やはり親も子

も同じ会場で見られるような広いところがあればいいなと思っておりまし

て。そのようなことも含めて、広い会場であればと思っておりました。 

［門脇教育長］ 

委員の案について、私も全く考えたことがなくて、20 歳が１月、19 歳が２

月、18 歳が３月と、こういうこともあり得るのかなと。つくば市がこのよう

に行うというのもあり得ますしね。 

［議長］ 

全国的には共通のテーマであるなかで、つくば市は独特のものという発想

で頭を切り換えていただきたいと御要望がありましたけれども、そういう意

味であくまでも固定観念にとらわれない意見を出していただければ幸いで

す。あくまで今日はたたき台でございますので。順序は変わってもかまいま

せんので、どうぞ。整理は事務局で行いますので。御自由に発言してくださ

い。 

［委員］ 

成人式ですが、私は子供たち二人とも見られなかったし、今の成人式も見

られないのですが、つくばらしい成人式ということで、例えばどこかの公園

に巨大なマルチビジョンみたいなものを設置し、市民の誰もが見られるよう

な企画はいかがでしょうか。私の母も「見たかったわ」といっておりまして、

特定の子どもと親しか見られないのではなく、みんなが通りすがりでも見ら

れるよう、今コンサートなどではすごく大きなスクリーンがあって、クリア
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に写るので、つくばの技術とか、スポンサーの方にお願いして見られたら、

ちょっと、いい意味で全国ニュースになるのではないかなと。科学技術を駆

使して市民誰もが見られるみたいな、そういうのとか面白いかなと今思った

のですが、会場が狭いということであれば、そういうこともあるのではない

かと思っております。ちょっとした御提案でした。 

［門脇教育長］ 

その言い方も、「式典」だとか「集い」だとかありますが、もっと「新成人

を励ます会」とか「新成人を祝う会」とか、よりそのようなソフトなものも。

「パーティー」というと、ちょっと一般的な言い方になるのかなと。英語で

はなく日本語でと考えると……。 

［委員］ 

みんなでお祝いするような感じが出ると良いですよね。すごく見たいので

すね、今の成人式を。 

［委員］ 

この数年いろいろな面で式には参加しているのですが、今の会場は人がい

っぱいで、２階も新成人がいっぱい来ますよね、父兄もたくさんいますよね。

あれ、下だけで何人ぐらい入るのですかね。 

［青少年教育係長］ 約 1,200 人です。 

［委員］ では 500 人ぐらいは、２階ということですかね。 

［青少年教育係長］ そうですね。約 800 人です。（アリーナ既設の座席に加

えて）パイプいすも設置しまして２階席を設けています。 

［委員］ となると、それでいっぱいなのですね。 

［青少年教育係長］ はい。 

［委員］ 

会場警備とかいろいろやっているので、中を見られていないのですが、確

かにいっぱいですよね。それで、1000 人ぐらいは欠席ですが、もしも来たら
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パンクしてしまいますよね。下は 1200 人ぐらいですか。ありがとうございま

した。 

［議長］ 

会場の中ということになると制限があるのですね。カピオは大きいですけ

れども。そうなると、露天状態になりますかね。夜空の状況にもなってしま

って。それを活用するのも。自由な発想でどうぞ。 

［青少年教育係長］ 

水戸市ですが、屋外で式典を実施しているようです。ただ、雨の日は抽選

がありまして、館内で行うようになっているようです。 

［委員］ 抽選となると、着物用意した人が外れると困りますね。 

［生涯学習推進課長補佐］ 

芸術館の外の広場で開催しているようで、ぎゅうぎゅう詰めになっている

みたいです。ただ、今までは外でできていたみたいです。 

 

［門脇教育長］ 

新成人の数でいえば、この４月に１年生としてつくば市に入ってくる小学

生だけで 500 人います。今度１年生なる子どもは、このような 10 年から 15

年続くことになるので、今の１年生が成人する頃には 3000 から 4000 人にな

る可能性もあります。 

［委員］ 

でも、それこそつくば市の中にあるもので、先ほど人数となると、よその

ものですけれども筑波大のアリーナをお借りすることは……。そういうこと

はがんばれば、お金はかかるでしょうけれども。 

［門脇教育長］ 

2020 年にオープンという話も聞いていたのですが、その後の動きは聞いて

おりませんで。 
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［委員］ 

現在作るということで、宿舎であったところを取り壊しているという話は

聞いております。 

［委員］ 

参加したくなるような会であると広まっていかないといけないでしょうか

ら。会場が狭くて大変ぐらいの成人式にしたいですよね。 

シルバー、敬老会、なんというのでしょうか９月の会に参加したのですが、

来賓の祝辞が「45 秒に制限されているので」とおっしゃりながらすごく、短

ければ短いなりに簡潔に、心のこもった挨拶をしてくださったのですね。あ

れは素晴らしい発想だと。成人の集いもそのようにされているかと思います

が、挨拶を長々とやられる会ではなく、挨拶はある程度のみなさまが必要で、

立場のある方を尊重して挨拶はいただきますが、その他の催しで魅力のある

会をつくっていくことが、大人の役目ではないかと思っております。 

［委員］ 実行委員の方はどのように選出されるのでしょうか。 

［青少年教育係長］ 

実行委員の選出は、各中学校からメンバーを推薦していただいて、こちら

から実行委員に書類を送っております。 

［生涯学習推進課長］ 

学校によっては、成人式のために実行委員を既に決めてある学校もあった

りとか、そうでない学校では先生方に御尽力いただき、生徒会とかやってい

る方に声をかけていただいてという形で、手を挙げていただいてます。 

［委員］ 

恐らく、まとめたりする人は、生徒会とかやっているしっかりした子が多

いのかと思うのですが、ちょっとね、やんちゃしていたような子とかにも式

に関わってもらえるようななにか仕掛けというか、そのようなものもあると、

もう少し面白くなったりするのかと思っています。例えば、音楽をやっても
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らうとか、映像を作れるのであれば作ってもらうとか、みんなが少しずつ活

躍できるような仕掛けみたいなものがあると、生徒会みたいなしっかりした

子たちがやる式典も良いと思うのですが、自分たちもこの式をやっているの

だという主体性が出てきて、中身も濃いものができるのではないかと思った

りしました。 

［委員］ 

いいですか。何年か前、ひな壇にたくさんの偉い人が並んでいたのですが、

あれがなくなってから会場が大分すっきり整理されてきたような気がしま

す。式が長くなるし。今年なんかは２時間以内ですよね。シンプルで、実行委

員の方が決めたのでしょうけど、中身が濃くて良いですよね。話が長い人が

いるので、私もいやになってしまい……。その点では、今年は今までの中で

一番良いのではないかと思います。 

［門脇教育長］ 

一昨年前からは、議員の方に招待状は出さないということで行っています。 

［委員］ 

自由な意見ということで、まず参加対象年齢は、やはり皆様がおっしゃる

ように 18 歳だと受験も控えていますし、就活も控えておりますので、その子

供たちのコンディション等もありますので、年齢については 20 歳が良いので

はないかと思います。会場については、門脇教育長からも今後つくばの場合

は成人を迎える子供たちが多いことから、陸上競技場をつくっていただいて、

そこで一堂に会してやれればと思います。もし、雨天の場合は、となります

と、その隣にアリーナをつくって……と。私は、つくばはそういった自治体

でありますので、金田のあたりも歴史・緑空間、つくば市に 30 ヘクタール近

く寄付されたということもありますので、確かに子ども、プレイパーク、今

さくら運動公園でプレイパークをやっていますが、プレイパークの機能もあ

りつつ、ぜひ有効活用していただきたいと思います。以上です。 
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［議長］ 

当事者は何かしようということなのか、みんなが何とかしてあげましょう

ということなのか、共にするのかということかですよね。同窓会ではないの

で、仲間だけでという話ではなくて。 

そうすると、親御さんの立場に立てば、子どもに晴れがましい式をしてほ

しいですし、同時にいろんな発想も聞きたい、見たいというのもあるでしょ

うし、そういう意味では、本当に場所によって制限されてしまうということ

は残念であると考えます。オープンにできるようなことは必要なのではない

かと思います。いま、あがった御意見も、そのことを含めた御意見でありま

したが。 

雨が降るとなると、（屋外では）困るなというのは。晴れ着がいろいろあり

ますので。それを前提にしてしまいますと何もできないことになるので。自

由な発想でお願いいたします。 

みんなで祝ってあげたいということと同時に、共々参加しながら今の世代

を自分たちから理解し、そしてまた将来に向けてという発想にもつながるか

と思います。そのような意味をとらえていただければ。 

教育長もおっしゃっていましたが、「つくば市として」という、それは大学

の話もありましたが、あれも一体なのですよね。つくば市の中で存在しなが

ら、お互いに協力し合いながら、市の方でも未来構想等の検討が進められて

いますが、幅広い意味で成人式というひとつの行事のとらえ方もうめこまれ

るのではないかと思いながら。 

［委員］ 

一体感ということで、先ほど県西の方で中学校ごとにという発想でやって

いらっしゃるところもあるみたいですが、もしかして、そのような形になる

と困ると思っていて。つくば市は合併して一体感が今ひとつのような感じが

するのです。この時期だからこそ、成人式だからこそ、つくば市民であると
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いうこと、旧筑波町とか学園だとか、そういうことなしに、私たちはつくば

市民であるという意識を、このときに強めていく必要があるのではないかと

思うのです。 

いろいろ苦労もつきまとってきますが、絶対に一会場で催すということは

やめないでほしいと思っております。 

［議長］ 

そうですよね。６町村が一緒になって、未だに各地区というと、旧の町村

体を表していますので、私のいる老人会でも、一体化だよ、みんな一緒でし

ょという話をするのですが、一体化させることで、また発想が変わるだろう

と。成人式だからという固定観念でなく、お祭りならばお祭りなど、いろい

ろなことがあるのでね。つくば市、つくば市民という形で意識してやってい

く必要があるのではないかと。 

［委員］ 

私の孫も、２人来年成人式を迎えるのですが、18 歳ですと中学生のときに

着物の段取りをすることになるのですが、そのような時期ではないと思うの

です。そういう意味では 20 歳の成人式が良いと思うのです。 

子供たちは期待しているのですね。そういう点では、まだ 20 歳が良いので

はないかと思います。 

［門脇教育長］ 

期待しているというのは、晴れ着を着る、着たいということですかね……。 

［委員］ そうですね。 

［委員］ 

私のところも、今年高校を卒業した子がいまして、この一年間見ておりま

すと、２年生の時から受験勉強でカリカリしていまして、３年生になってか

らは見る暇もなく、年末年始も勉強に明け暮れておりまして、たまには息抜

きをしていたかと思いますが。 
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つい最近、進学も決まったのですが、ここ１週間、２週間、決まってからは

進学先の方の準備に忙しく、今日も出かけてしまっていないという状況で。

集まる機会がないなかで、中学校の同級生とか同じタイミングなので、たま

に集まって同窓会みたいなものをやっているみたいなのですね。そういう意

味では、18 歳とかでやるよりかは、やはり間を空けて、外に出て帰ってきた

タイミングでやるというのが良いのではないかと思います。 

時期をずらしてというのも、18 歳では厳しいかと思います。 

私も 20 数年前に、このつくば市の成人式の実行委員に選ばれてやらせてい

ただいたのですが、まだ、当時はつくば市になったばかりで、全体の集まり

は何回かありましたが、実際に会場としては、旧の町村ごとでの開催という

状況でした。実行委員会で集まっても決まったことをいわれるだけで、ただ

座っている印象しかなかったのですね。 

自分たちが、このようにやりたいとか言っていいのか、それすらもいえる

状況ではなくて。皆様から意見がいろいろ出ていますが、やはり、自分たち

が成人になるんだということで、主体性を持って、自分たちのやりたい発送

をもってやれるようなものにしてあげた方が良いのではないかと思います。 

ましてや、つくば市というところでやるのであれば、全体でやれるような

場所とかがあると思いますけれども。できるだけ多くの人が参加できるよう

な形をとれるような、体制を取った方が良いかと思います。 

［委員］ 

先ほど、会場が一つで一体感が産まれるというという点ですごくいいと思

うのですが、会場を中学校区することで分けることのメリットもあるのでは

ないかと思っておりまして、やはり、近い人たちが集まるという点では、ほ

とんどみんなが顔見知りで、大人数の中で久しぶりに会えたときと比べると

同窓会感覚で集まれるという点で良いかと思います。それぞれの場所で実行

委員ができれば、それなりの人数が必要になるはずで、関わる人もより増え
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るかと思います。そうすると、自分たちで街の、旧町村の単位でやるかどう

かは別ですが、そのなかでオリジナリティが出てきて、それはそれでまた私

はいいと思っております。会場がネックになっているのであれば、そのよう

な少し小さな単位で、それぞれで、オリジナリティを出してやることも一つ

の選択肢かと感じております。 

［委員］ 

私も６、７年くらい前に成人式のお手伝いをしたことがあるのですが、会

場とかも結構１か所でやればそれに携わる人の人数もそれだけ多くはいらな

いような気がします。 

あと、不登校の子供がいたのですが、20 歳になり成人式になって、自覚が

あって、親も「成人式だね」ということで成人式に臨んでいるということが

ありました。 

私も、子どもはかなり大きくなったのですが、当時、立食パーティーみた

いなものでやったことがあって、親たちが行くような感じではなかったので、

子供たちがどのような状況で式に臨んでいるのかということも、親たちも見

た方がいいのかと思います。 

みなさんがおっしゃることは素晴らしいと思いましたし、私も高校生に負

担をかけるようなことは避けた方が良いのではないかと思います。20 歳にな

ってからということで、先ほど思いました。 

やはり、式そのものに関わる人たちの負担も考えた方が良いのではないか

と感じております。 

［委員］ 

私は、委員と同じく一つの場所で行うが良いと思います。つくばの特長と

して、うちの子たちもそうですけれど、例えば都内の高校であったり、ある

いは海外に行っている子たちもいるので、そのような子たちが地区ごとでや

ると居場所がなくなるというか、その地区にいない子がいるのですね。私の
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子供たちのときには、卒業中学校別に写真を撮るということがあったのです

が、私の子供たちや周りの子たちは別枠で呼ばれたのですが、そういう子た

ちも小学校の時一緒だったこと会えたりして、それはすごく楽しいことであ

るといっていました。 

つくばの場合はいろいろな地域に行くことも多いので、自分がどの地区だ

ろうか、あるいは、自分はこの地区にいなかったから申し訳ないなというよ

うな思いを持つと気の毒なので、大きく、大きく、包んであげるような形が、

つくばの進学の特徴からすると望ましいかと思います。 

［委員］ 

あのあまり良く分かっていないのですが、対象者 2764 人というのは、これ

はつくば市に住民票がある新成人と読み替えてよろしいでしょうか。大学生

としてつくばに来ているという人は対象にならないのでしょうか。 

［青少年教育係長］ 

そうです。対象者 2,764 人とは、住民票がある新成人です。 

［委員］ 移していない学生も結構多いと聞いておりますが。 

［生涯学習推進課長］ 

参加していただくことは可能です。20 歳であることの証明書類をお持ちい

ただければ、留学生であっても、どなたでも御参加いただけます。ただ、入場

券の発送は、住民票のある方にしか発送できないので。来ていただくことは

当日の受付で差し支えありません。今回、外国の方も数多くいらしておりま

した。 

［委員］ ありがとうございました。 

［門脇教育長］ 

新成人そのものは 2,800 人ほどで、参加したのは 1,800 人ほどということ

ですね。現在の 2,800 人が、3,000 なり、4,000 なりとなるので。 

［委員］ 



様式第１号 

 - 28 - 

つくばは人口が増えておりますしね。いろいろな人もいますしね。 

［議長］ 

だいたい、よろしいでしょうか。今日で終わるわけではなくて、もし、お気

づきになったことは事務局にいつでもお声がけいただいて。そしてまた、い

ずれ求められるでしょう。貴重な御意見いただきました。 

とにかく発想転換していただいて、とてつもないことの話が出ながら、絞

ることはまた絞ればいいことであって、是非また御意見を事務局とかに御連

絡いただければと思います。 

これで議題を終わらせていただいてよろしいですかね。 

 

 

４ その他 

［議長］ 事務局の方からその他ということでございませんか。 

［事務局：生涯学習推進課長］ 

議事自体ではないのですが、その他ということで、教育長からつくば市の

社会教育について、どのようにやっていけば良いのかや、お考えを是非お聞

きしたいということで、私たちもそれを参考にさせていただいて来年度以降

の業務に結びつけたいと思いますので、忌憚のない御意見をお願いできれば

と思います。 

［議長］ 

どなたかお気づきの点はございませんか。突然のことではあろうかと思い

ますが。 

［事務局：生涯学習推進課長］ 

また改めて聞かなければならない項目ではあろうかと思いますが、お時間

もまだありますので。 

［議長］ 
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発想転換をしていかなければならないということで、教育長も担当の方も

前向きに考えていらっしゃるので、そういう発想に対して、もし参考になる

ことがあれば御意見を願いします。 

［門脇教育長］ 

こういうことをやってくださいではなくて、こんなことをやれたらいいの

ではないでしょうかというようなレベルでも結構ですから。学校教育だけで

なく社会教育もこれからのつくば市づくりには非常に重要になると思ってい

ます。先ほども委員からの話がありましたが、つくば市民という自覚を持っ

て、つくば市の発展のために、「こういう事ができます」「こういう事をやり

たいと思います」というようなことを盛り上げていけるような形の生涯学習

を進めていきたいと思います。 

あるところでいったのですが、つくばというのは、298 というと言われます

けれども、つくば市民としての 298 の約束とか、誓いとか、そういうところ

も良いかと思います。つくば市民だから「つくば市のためにこのようなこと

をやりますよ」とどのようなことでもよいのです。例えば、自分の家の前の

道路のゴミを拾うというようなことでも、そのような自覚を市民が持っても

らえるような形の生涯学習にしていければ、もっともっとよいつくば市にな

るかと思います。 

今のは、パッと考えたものですから、皆様の面白いアイディアを教えてい

ただければと思います。 

［議長］ はい。どうぞ。 

［委員］ 

ジオパークの推進協議会に携わっているのですが、そのなかで社会教育に

つながる部分としては、つくば市では SDGs の推進都市の一つとなっておりま

すから、もちろんそれぞれで SDGs のカフェを立ち上げたりとかいろいろな取

組がありますが、社会教育の観点からも、つながり、縦割りで SDGs に取り組
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むのではなく、もちろん市民の参加を呼びかけていることは承知しておりま

すが、社会教育の中での一つの大きな柱として取り組んでいただけたらと思

います。 

具体的に、SDGs を考えていただく上では、ジオパークの活用もできるので

はないかと思います。例えば、地球温暖化に関しては筑波山の山頂に行けば

その影響を受けてブナ林が衰退しているということであったり、観察できる

チョウ、南方系のものが増加していることであったりとか、そういったこと

を実際に体験していただいて、自分たちに SDGs で関われることは何かという

ことを考えられるような取組も必要だと思います。 

社会教育に関わる部分では、学校との連携は非常に重要です。委員のよう

に PTA の活動に関わっている方も多いと思いますが。昨年度末に社会教育委

員の役割ということで研修会に参加しました。そのときに私が感じたのはこ

のような場で、もちろん意見を言えることは非常にありがたいことなのです

が、より根付いた活動を、NPO であるとかジオパークとかの活動をしています

が、それを痛感しました。私たちも今一度、社会教育委員の役割というのも

再認識するのも必要かなと思っています。参加されていない方にも事務局か

ら研修会の資料を配布すれば、より気づきも増えるのではないかと思います。 

［委員］ 

先ほどの委員がおっしゃられた研修会に参加させていただいて、他市町村

の取組について勉強になりました。よそと比べるというわけではないのです

が、社会教育の役割は何かについて改めて考えさせられる事例もありました。

アクションを起こしている委員も非常に多いのですね。自分たちが自ら参加

する事業が非常に多いのですね。改めて社会教育委員の活動をどのようにし

たら良いのか、積極的に関わるにはどうしたらよいのか、というようなこと

を研修に参加するたびに感じておりました。 

そのようなことも含めまして、我々がやるべき範囲ももっと多いのかなと
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感じております。参加されていない委員についても、ぜひ研修会に参加され

るとより私たちの役割が明確に分かってくるのではないかと思います。 

せっかくの研修の機会ですから、都合が合えば参加していただければと思

います。 

［議長］ ほかにいかがでしょう。 

［委員］ 

ちょっとピントが外れてしまうかもしれませんが、ふれあいサロンという

地元の高齢者や子育て世代の人たちが参加するのですが、地域のみんなが学

びあえるような、つながり、コミュニケーションがもてるような場を持って

います。 

教育委員会だけの中で考えることではなく、この話については社協や市民

活動課などで以前したのですが、課が違う、部署が違うというところの連携

も子供たちを育てていくのに大事なことであると思います。いかに子供たち

が学校から離れた場所で、学びの場が得られるかということを考えていって、

私は今のところ高齢者を対象としていますが、子供たちが社会の中で学べ、

楽しく生活できるような場の提供を考えていくことをしていくことも必要な

ことであるということは、この教育委員会だけでなく、市民活動課や社会福

祉協議会のような各部署との連携も行っていく必要があるかと思います。 

［委員］ 

数年前に、学園地区のある小学校で、「はやぶさ」のイオン搭載エンジンを

作られた先生が講演されたのですが、質問を５年生がしまして、「うちのお

父さんよりも説明が分かりやすかったです」って話していたのですね。それ

で「JAXA ですね」で、「はい」、チーンとなってしまったのですね。つくば

はもちろん科学、科学と言っておりますが、実際は中心地区のことは意外と

そのことを知っていて、そのような話はつくばの周辺地区の聞くと目がきら

きらしたのかなと思います。中央地区の子供たちは逆に、農業の話や自然の
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怖さの話やつくばのさまざまな歴史の話は意外と知らず、体験もない子供た

ちかと思います。そのような子供たちには例えば農業のような自然の話、周

辺地区の子供たちは科学の話など、差別や分けるということではなく、子供

たちが知らないことを、父親や母親が普段話していない、体験されてないこ

とをもっと教えてあげられれば良かったなと思います。 

講演をされた先生も、「ここでやったのはどうだっただろう」と笑われて

いたのですが、いろいろな歴史と科学と農業とが一体となった街なので、そ

の特徴を子供たちにそれぞれうまくふりわけてもらえたらと思います。先生

の講演の「事件」を通じて思いました。 

また、土をいじっていない子供たちも多いので、そういう子供たちにも体

験をさせられればと思います。 

［議長］ 

いかがでしょう。よろしいですか。 

この問題も、ここだけで終わるのではなくて、せっかく教育長からも求め

られましたし、そういう姿勢で、いろんな御意見を拝聴したいとのことです

ので、自由に事務局の方にお伝えいただければと思います。 

老人クラブの会長でもありますので、本当の悩みは、これだけ技術が進歩

しているのに、自分たちがつくったのに、いざ使おうとすると残念ながら心

身共にね、言葉が難しいですが、残念ながら……。いろいろな発表があった

り、報告があったりしているのですが、詳しいことは「ホームページを御覧

ください」ということで、そこで私たちは情報が切れてしまうのです。決し

て卑下してものを言っているわけではありません。実態として、高齢者の方

は心身共に衰えることは仕方ないので、そういうことで、どのようにカバー

するか。私は皆様に問いかけているのですが、私はせっかくいろいろな体験

を持って経験を持っているのだから、それを活かすために何をしますか、と

りあえず集まりましょうよと、何人で集まろうとは関係なく、二人でも、三
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人でもいいじゃないですか。その地域の方を呼びかけることで、井戸端会議

でもいいです、そのときにふと「忘れてはいけないからちょっとどなたかに

聞いていただきましょうよ」というような動機を、社会教育ということに対

しては、そのようなことをイメージした形で、参考にしていただければと思

います。 

研修会で講師呼んだりもしていますが、講師を招くと形式になるのです。

例えば、PowerPoint 等でやられますと、同じ会場でやっていますと、聞こえ

なかったり見えなかったりして「つまらない」となるのです。そういうこと

も含めまして、私たちが問いかけますときには、そういうことを含めた話も。

今県でも健康長寿 100 歳の話のように、（つくば市は）子供たちも増えるで

しょうし、高齢化も進展します。高齢者対策の中で、そのようなことも考え

ていただければと思います。 

ほかになければ、これで終了としますが、御意見は自由にということで、

事務局は受けていただければと思います。 

ありがとうございました。 

５ 閉会 
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資 料 L li

平成 30年度生涯学習推進課事業報告 (概要)

1 生涯学習推進係

【生涯学習審議会委員の市民委員公募】

平成 30年 8月 から、2年任期 20名 の「生涯学習審議会委員」のうち6名 を本市生涯学

習に関して市民の意見をよリー層反映させるため、市民委員として公募し、選任した。(生

涯学習審議会平成 30年 8月 、11月 開催)平成 31年度、第 3次生涯学習推進基本計画策定

を開女台する。

【行政と市民協働による生涯学習の推進】

従前より、市民の実行委員による「人間学講座」について実行委員と連携して実施して

きた。行政と市民の協働の観点からも今後一層の充実を図りたい。

平成 30年度人間学講座実績 (会場 :つ くばイノベーションプラザ)

7/21(土 )「 キャッシュレス社会いよいよ到来 ?」   講師 :長瀬 毅氏 (流通経済大学准教授 )

11/17(土 )「乾杯 !つ くばワイン」        講師 :今村ことよ氏 (ヒ

や―ス
ヾ
ニース

ヾ
ウ
Sィ

ンヤース
゛

)

高橋 学氏  (つ くばウ
ヾ
ィンヤー ド)

12/8(土 )「眠 りをあやつる脳のしくみ」      講師 :櫻井 武氏  (筑波大学教授 )

2/16(土 )「つくばのグラン ドデザイン」      講師 :五十嵐 立青氏 (つ くば市長 )

2 青少年教育係

【青少年の居場所事業】

平成 25年度から市内交流センター 7館において、市内中高生対象に青少年の自主的

な活重力を支援 。促進し、健全育成に資することを目的として青少年の居場所事業を実施

してきた。今年度、これまでの課題を検討し新たな取組を展開した。

(1)こ の指と―まれ !事業

中高生の学習に関する場所の提供に偏重していたことから、青少年を中心とした地

域交流・クク世代間交流事業、青少年の自主活要力支援の観点から今年度実施をした。

① 市内中学校・義務教育学校・高等学校生徒へのアンケー ト

自主的な活動の実施 と中高生の意識把握のために、

夏季休業前に学校を通 して企画についてのアンケー ト

を実施 した。

② 応募生徒との活動内容検討と事業実施

応募した中高生の活動拠点となる交流センターにお
いて応募生徒と青少年教育係、社会教育指導員 (青少

まれ !

年教育班)が内容を検討し決定をした。実施にあたり筑波大学、筑波学院大学、市

国際交流協会、活動場所近隣の小中学校・義務教育学校の児童生徒への募集案内を

配イ寸。   折り紙と茶道体験 (於 :さ くら民家園)      イラスト教室 (於 :市民ギャラリー)

この指と一



(2)つ くばサイエンスラボ事業

本事業は、29年度まで市内小学生 とつくばエクスプレス沿線 (荒川区、足立区、千代

田区)の小学生を対象に、本市の地域資源である

最先端の科学、自然を活用 し、体験活動を通 して

科学 。自然への意識啓発を目的に実施 していた

が、今年度は,市内小中学生 (4年生～ 9年生 )

を姑象とした。

また、本市教育長が掲げる「社会力」を育成す

る上で、大人 と子供の協働が重要であることか

ら、本市青少年相談員,青少年を育てるつくば市

民の会の活動支援の協力を得て実施 した。今後

は、市子 ども会育成連合会等の関係団体 との連携

も検 討 して い き た い 。(茨城県立つくば工科高等学校ロボットエ学科の協力による「楽しくロボントを学ぼうJ)

3 社会教育係

【家庭教育推進事業】

家庭教育については、「茨城県家庭教育を支援するための条例」,「就学前教育・家庭

教育推進ビジョン」を受け、家庭教育学級 (市立幼 。小 。中・義務教育学校)等におい

て家庭の教育力向上に資する保護者の学習機会の充実をめざしている。

(1)家庭教育講演会

家庭教育講演会は、従前より市全域を姑象に、就学前期から思春期までの発達段階

に応じたテーマを設定し保護者自身の学習機会として実施してきた。

今年度は、第 2回家庭教育講演会におい

て、保護者の学習機会と併せて社会教育の最

終的な目標である「地域づくり」に照らして、

区会関係者、市青少年相談員及び青少年を育

てる市民の会、子育て支援団体等の地域の関

係団体の研修機会として実施をした。

地域の住民が、子育てをしている保護者の

実態を知り、地域でどのような形で子育てに

関わることが望ましいかを考える機会とな

(第 2回家庭教育講演会 「子育てをみんなで支える地域づくり」

講師 :NPO法人孫育てエンポン理事長 棒田 明子氏)

った。



資 h2

成年年齢の引き下げに伴 う成人の集いの意見交換会

主な意見交換内容

○参加対象年齢について

○会場について

○開催時期について

○そのほか



○成年年齢引下げを見据えた環境整備に関する関係府省庁連絡会議「成人式の時期

や在り方等に関する分科会」について 

 

成年年齢引下げを見据えた環境整備に関する関係府省庁連絡会議（以下「連絡会

議」といいます。）の議長決定に基づき、連絡会議の下に、成人式の時期や在り方等

に関する分科会（以下「成人式分科会」といいます。）が設置されました。 

  成人式分科会においては、今後の民法の成年年齢引下げを見据え、成人式の時期

や在り方等について、各地方自治体における検討に資するための情報発信を行うた

めの検討を行っています。 

○第１回 平成３０年１０月３１日実施 

○第２回 平成３０年１１月２６日実施 

○第３回 平成３１年２月１日実施 

配布資料 

  資料 1-1  民法の一部を改正する法律（成年年齢関係） 

  資料 1-2  成年年齢の引き下げに伴う年齢要件の変更について 

  資料 1-3  成人式分科会ヒアリング有識者からの意見（一部抜粋） 

成年年齢が 18 歳に引き下げられた後の成人式の対象年齢や時期等

についてはどうあるべきと考えるか。（特定の年齢・時期に成人式

を実施するメリット・デメリットについて） 

ア 日本きもの連盟会長理事より 

イ 協同組合日本写真館協会理事より 

ウ 中央地区新成人のつどい実行委員会 OBOG 会会長より 

エ 京都市子ども若者はぐくみ局子ども若者未来部長より 

オ 全日本美容業生活衛生同業組合連合会常務理事より 

カ 一般社団法人全国高等学校 PTA 連合会常務理事・常務局長

より 

  資料 1-4  平成 31 年つくば市成人の集い 

  資料 1-5  成人の集いスケジュール 



 資料１-３  

 

成人式分科会ヒアリング有識者からの意見（一部抜粋） 

ア 日本きもの連盟会長より 

現行の二十歳になる若者を対象とすることと､開催期日についても現在成人の

日として定められている現行の一月第二月曜がふさわしいと考えています｡ 

その理由は、新成人年齢 18 歳はほぼ全員が高校生であり、祝典出席の時期に

無理があるとの教育制度との整合性や、飲酒やギャンブルについては適正年齢 20

歳と定められた、などの成年としての環境がほぼ整う時期が式典にふさわしいと

考えます。 

イ 一般社団法人日本写真文化協会会長、協同組合日本写真館協会 理事より 

民法による成年が、18 歳に引き下げることは全く異議はありません。ただ

し、飲酒･喫煙･競輪競馬等などの制限は 20 歳のままであるため、すべての制

限がなくなる 20 歳を対象に、国の施策の上「はたちの記念日」として現行通

り二十歳（はたち）の成人式式典の開催を各地方自治体に希望します。 

デメリット 

現在、各地方自治体で開催されている 20 歳での成人式が 18 歳を対象に変 

更された場合、祝日法で定められている 1 月第 2 月曜日である成人式の日に

式典が行われると、対象年齢の 18 歳の多くは大学受験を前にした時期でもあ

り、センター試験と重なり式典などへの参加減少が見込まれます。 

各地域での多くの成人が一堂に集う習慣がなくなり式自体が衰退し、同時に 

長い歴史を持ち日本の伝統文化といえる和装の衰退にもつながることが大き

な問題として憂慮されます。 

 ウ 中央地区新成人のつどい実行委員会 OBOG 会会長より 

   〔18 歳で成人式の場合〕 

   メリット 

    親元を離れていない人が多いので、成人式のために帰省する交通費の負担が

少ない。 



    当日着飾らなくても、学生服で参加してしまえば良いので、各家庭の経済的

負担が軽減する。 

    飲酒を 20 歳からという法律がキープされるのであれば、成人式後の同窓会

で横行している未成年者飲酒の問題は 18 歳成人であれば激減すると思われる。 

   デメリット 

・1 月開催では、受験を控える高校 3 年生には出席すら難しい。 

・親元を離れていない＝その時の居住地の自治体の成人式に参加するしか選択

肢がない可能性が高い。 

・仮に、学校制服での参加が定着した場合、関連業界のダメージが大きい。 

・成人式の実行委員会に携わる場合、高校生活、受験勉強の両立が難しい。 

〔20 歳で成人式の場合〕 

メリット 

・それぞれの交友関係に応じて、出身地なのか、現在地なのか参加する場所を

選べる。 

・一度その地域を離れた人が成人式を機会に帰省し、同窓生と交流することで

U ターン就職するモチベーションの一因となりうる。 

デメリット 

・帰省や衣装等、各家庭の経済的負担が大きい。 

・成人式後の同窓生における未成年飲酒の問題は別の対策を講じないと解決し

ない。 

  エ 京都市子ども若者はぐくみ局子ども若者未来部長より 

１８歳での成人式開催は、参加者の多くが大学受験又は就職といった人生

の選択を迫られる極めて多忙な時期であり、参加者本人だけでなく、家族

も含めて落ち着いた環境で式典を祝うことは困難です。 

国民皆で２０歳を祝うため、参加者が落ち着いて式典に参加することが

でき家族や旧友、地域社会との繋がりをしっかりと確認することができる

２０歳での成人式開催を、国の基本方針とするよう、議論及び検討を行っ

ていただきたい。 



 

オ 日本美容業生活衛生同業組合連合会より 

成人式は、高校在学中ではなく大学生、社会人になって社会の規範を理解し、 

自覚を持って社会に貢献できる 20 歳に各自治体の判断で行うことが望ましい

と考えます。 

  

 カ 全国高等学校 PTA 連合会より 

    成人式の対象年齢は今までどおり 20 歳に達したときがよい。 

    必ずしも実施時期にはこだわらない。成年年齢に達した後、多くの新成人が 

    集まりやすい時期に実施してほしい。 

    成年年齢 18 歳で成人式実施（今までどおり・多くは１月実施）となった場

合のデメリット 

    ・多くの高校生は大学の受験期と重なり、参加できない。 

    ・大学入試準備金の用意等で家計の負担が増え、親として門出を祝う成人式

用の晴れ着を準備してあげること等ができない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
民法の一部を改正する法律（成年年齢関係） 

 

１ 成年年齢の引下げ（民法第４条） 

３ 施行までの周知期間 

 ① 一人で有効な契約をすることができる年齢 
 ② 親権に服することがなくなる年齢 

（現行法） 男性 １８歳  女性 １６歳 

 

法 律 の 要 点 

平成21年10月     法制審議会の答申 
 ○ 選挙権年齢が18歳に引き下げられるのであれば，環境整備をした上で，成年年齢も18歳に引き下げる 
 ○ 成年年齢を18歳に引き下げるのであれば，女性の婚姻開始年齢は18歳に引き上げるのが相当 

平成27年6月     公職選挙法の改正 
 ○ 選挙権年齢を18歳へ引き下げ，民法についても法制上の措置を要請 

平成19年5月      国民投票法の制定 
 ○ 憲法改正国民投票の投票権年齢を18歳と定め，民法についても法制上の措置を要請 

 いずれも20歳から18歳に引き下げ 
 「成年」と規定する他の法律も１８歳に変更 
 

女性の婚姻開始年齢を１８歳に引き上げ 
婚姻開始年齢は男女とも１８歳に統一 

平成28年7月   参議院議員通常選挙 
 ○ 国政選挙において，初めて18歳選挙権を実施 

２ 女性の婚姻開始年齢の引上げ（民法第７３１条） 

平成３４年４月１日から施行 
若者のみならず，親権者等の国民全体に影響 

消費者被害の防止等の観点から，周知徹底が必要 

従 前 の 経 緯 

資料１ｰ１ 



 
成年年齢の引下げに伴う年齢要件の変更について 

 
２０歳が維持されるもの １８歳に変わるもの 

改正されたもの（改正前は「二十歳」などと規定） 改正されたもの（改正前は「未成年」などと規定） 

○ 養子をとることができる者の年齢（民法） 
○ 喫煙年齢（未成年者喫煙禁止法：題名を改正）  
○ 飲酒年齢（未成年者飲酒禁止法：題名を改正）  
○ 小児慢性特定疾病医療費の支給に係る患児の年齢等 （児 
 童福祉法） 
○ 勝馬投票券の購入年齢（競馬法） 
○ 勝者投票券の購入年齢（自転車競技法） 
○ 勝車投票券の購入年齢（小型自動車競走法） 
○ 勝舟投票券の購入年齢（モーターボート競走法） 
○ アルコール健康障害の定義（アルコール健康障害対策基本 
 法） 

○ 登録水先人養成施設等の講師（水先法） 
○ 帰化の要件（国籍法） 
○ 社会福祉主事資格（社会福祉法） 
○ 登録海技免許講習実施機関等の講師（船舶職員及び小型船 
 舶操縦者法） 
○ 登録電子通信移行講習実施機関の講師（船舶安全法及び船 
  舶職員法の一部を改正する法律） 
○ １０年用一般旅券の取得（旅券法） 
○ 性別の取扱いの変更の審判（性同一性障害者の性別の取扱 
 いの特例に関する法律） 
○ 人権擁護委員・民生委員資格（公職選挙法等の一部を改正す 
 る法律（平成２７年法律第４３号）） 
 

改正が不要なもの（「二十歳」などと規定） 改正が不要なもの（「未成年者」などと規定） 

○ 分籍（戸籍法） 
○ 公認会計士資格（公認会計士法） 
○ 医師免許（医師法） 
○ 歯科医師免許（歯科医師法） 
○ 獣医師免許（獣医師法） 
○ 司法書士資格（司法書士法） 
○ 土地家屋調査士資格（土地家屋調査士法） 
○ 行政書士資格（行政書士法） 
○ 薬剤師免許（薬剤師法） 
○ 社会保険労務士資格（社会保険労務士法）   等約１３０法律 

○ 児童自立生活援助事業の対象となる者の年齢（児童福祉 
 法） 
○ 船長及び機関長の年齢（船舶職員及び小型船舶操縦者法） 
○ 猟銃の所持の許可（銃砲刀剣類所持等取締法） 
○ 国民年金の被保険者資格（国民年金法 ） 
○ 大型，中型免許等（道路交通法） 
○ 特別児童扶養手当の支給対象となる者の年齢（特別児童扶 
 養手当等の支給に関する法律）   
○ 指定暴力団等への加入強要が禁止される者の年齢（暴力 
 団員による不当な行為の防止等に関する法律） 等約２０法律 

資料１ｰ２ 



 資料１－４  
 

平成 31 年つくば市成人の集い 

 

教育局 生涯学習推進課 

件名 「平成 31 年成人の集い」開催報告について 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣旨 

次世代のつくば市を担う新成人の門出を祝い、社会の一員としての自覚

と責任感を育成するため、つくば市成人の集いを開催する。 

２ 経過 

日 時：平成 31 年１月 13 日（日） 午前 11 時 

会 場：つくばカピオ（つくば市竹園１－10－１） 

内 容：10:00 受付開始  10:30 思い出 VTR 放映（開会前） 

                 約 15 分×2回  

    11:00 開会 新成人の誓い／主催者挨拶／アトラクション 

（森と林） 

    11:46 閉会 

対象者：2,764 人（男性 1,502 人、女性 1,262 人） 

   ※平成 10 年４月２日から平成 11 年４月 1 日生の新成人 

入場者数：1,777 人（男性 906 人、女性 871 人） 

 

協力者：つくば市成人の集い実行委員、つくば市青少年相談員、つくば市消

防団、応援職員、社会教育指導員（約 200 人） 

   

警 備：警備員  40 人 

   ※つくば中央・北警察署に協力をいただき、違法車両対策や会場内警備

を対応。 

    

運営体制：①大清水公園入口信号から竹園 1 丁目東信号間まで、当日午前 9

時から午後 1 時（予定午後 2 時）まで、車両進入禁止とした。  

     ②受付を出身中学校等別に行い、手荷物検査を実施し、危険物の

持ち込みを禁止するほか、飲酒者の入場規制を行った。 

③保護者観覧席（控室）を別会場（ホール）に設け、会場内の様

子を映像配信。  

 

主 催：つくば市成人の集い実行委員会（各中学校等から推薦された新成人

51 名）、つくば市、つくば市教育委員会 

 

効果等 

 

 受付、警備体制、交通規制を強化実施し、円滑に式典を執り行うことができ、

新成人の門出を祝うことができた。 

 参列された保護者から、「とても良いお式でした。心温まる成人式をありが

とうございました。」とコメントをいただいた。 



  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 付記、課題等

1月12日（日）午前11時開催

前日リハ 報告処理

・実委会議 ・実委会議 ・実委会議 ・実委会議 ・実委会議

説明会 報告

4月 8月 12月 4月 8月 12月 4月 8月 12月

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

7月 11月 ３月 7月 11月 3月 7月 11月 3月

成人の集い　スケジュール

高校２年 高校３年 大学１年

2022年 2023年

1月

高校１年

・対象者数　2,764人、　参加者数　1,777人
・式典終了後に、各自自由に写真撮影
・カピオ会場（保護者控室ホール）
・成人の集いの実施に向けて、８月頃から活動開
始マニュアル作成等

　次世代のつくば市を担う新成人の門出を祝い、社会の一員としての自覚と責任感を育成するとともに、日頃学業などでつくば市を離れている、新成人全体の交流の
機会として、つくば市成人の集いを開催します。

2019（H31) 2020年 2021年

１5歳 １6歳 17歳 １8歳

１7歳 １8歳 19歳 20歳

高校2年 高校3年 大学１年

2019成人の集い

平成10年4月2日生まれ～
平成11年4月1日

○成人の日について

　成人の日は、昭和23年に国民の祝日に関する法律、いわゆる祝日法が制定された際に、大人になったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を励ます日とし
て、昔の元服や裳着にかわるものとして設けられたものであり、それらがかつて１月に行われることが多かったということから、当初は１月15日と規定され、その後ハッ
ピーマンデー化により現在は１月第2月曜日と規定されているという歴史的経緯はあるが、１月にしなければならない理由はない。

＊平成３２年度（2020年）以降に高等学校及び専門
学校等に入学した者は、施行日以降、満18歳で成人

社会教育委員会議　（案）

平成34年（2022年）４月１日から施行

高校３年高校２年高校１年中学３年

平成１４年４月２日生まれ～
平成１５年４月１日

平成１5年４月２日生まれ～
平成１６年４月１日

平成１6年４月２日生まれ～
平成17年４月２日

１6歳

４月１日施行
民法第4条

● ●

・実行委員会議（5回）

○つくば市の成人の集いについて

17歳 １8歳 １9歳

大学２年

資料１－５
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